
【
⑧
　
労
働
者
派
遣
制
度
の
合
理
化
】

⑧
労

働
者

派
遣

制
度

の
合

理
化

（
注

１
）

（
１
）
制
度
比
較
（
５
か
国
と
比
較
）
（
注
２
）

日
本

ア
メ
リ
カ

イ
ギ
リ
ス

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

ベ
ル
ギ
ー

１
．
派
遣
禁
止
業
務

原
則
自
由

例
外
的
に
、
港
湾
運
送
、
建

設
、
警
備
、
一
定
の
医
療
関
連

業
務
な
ど
に
つ
い
て
禁
止

自
由

自
由

原
則
自
由

例
外
的
に
、
建
設
業
の
現
場
へ

の
派
遣
は
原
則
禁
止
（
た
だ

し
、
一
般
的
拘
束
力
の
あ
る
労

働
協
約
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は

可
能
。
）

原
則
自
由

例
外
的
に
、
行
政
命
令
に
よ
り

定
め
る
危
険
作
業
（
特
定
の
化

学
物
質
が
放
出
さ
れ
る
現
場
で

の
業
務
等
）
に
つ
い
て
禁
止

原
則
自
由

例
外
的
に
、
特
定
の
危
険
業
務

及
び
公
的
部
門
に
お
け
る
利
用

は
禁
止
。
労
働
協
約
上
は
、
引

越
業
や
家
具
倉
庫
業
、
内
陸
水

路
業
務
に
お
け
る
ブ
ル
ー
カ

ラ
ー
の
派
遣
労
働
者
の
利
用
を

禁
止
。

２
．
対
象
業
務
の
派
遣
期

間
の
制
限

①
自
由
化
業
務

原
則
１
年
、
最
長
３
年

②
専
門
2
6
業
務

な
し
※

※
専
門
2
6
業
務
の
付
随
的
業
務
に
費

や
す
時
間
が
１
日
当
た
り
又
は
１
週

間
当
た
り
の
就
業
時
間
数
の
１
割
を

超
え
る
場
合
や
、
専
門
2
6
業
務
に
従

事
す
る
者
が
自
由
化
業
務
に
従
事
し

た
場
合

原
則
１
年
、
最
長
３
年

な
し

な
し

な
し
※

※
2
0
0
2
年
改
正
の
際
に
廃
止
。
ま

た
、
2
0
1
1
年
改
正
で
、
法
第
１
条
に

「
労
働
者
派
遣
は
一
時
的
で
あ
る
こ

と
」
を
規
定

原
則
と
し
て
、
下
記
の
理
由
に

限
り
派
遣
労
働
者
の
利
用
が
認

め
ら
れ
て
お
り
、
理
由
に
応
じ

上
限
が
異
な
る
。

①
休
暇
・
病
欠
等
に
よ
る
一
時

的
欠
員
の
代
替
：
1
年
半
も
し

く
は
被
代
替
者
の
復
帰
ま
で

②
一
時
的
な
業
務
の
急
増
：
1

年
半

③
季
節
労
働
：
業
務
終
了
ま
で

原
則
と
し
て
、
下
記
の
理
由
に
限

り
派
遣
労
働
者
の
利
用
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
理
由
に
応
じ
上
限
が

異
な
る
。

①
常
用
労
働
者
の
一
時
的
休
業
代

替
：
当
該
休
業
期
間
中

②
契
約
終
了
労
働
者
の
一
時
的
代

替
：
６
ヶ
月
※
１

③
一
時
的
業
務
：
３
ヶ
月

④
一
時
的
な
業
務
の
急
増
：
労
使

合
意
※
２

※
１
．
労
使
合
意
に
よ
り
さ
ら
に
最

長
６
ヶ
月
延
長
可

※
２
．
労
組
代
表
が
い
な
い
場
合

は
、
仲
裁
機
関
等
へ
の
届
出
を
条
件

に
、
６
ヶ
月
×
２
回

３
．
「
派
遣
労
働
者
を
特

定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
行
為
」
の
制
限

派
遣
先
に
お
い
て
、
事
前
面

接
、
履
歴
書
送
付
の
依
頼
、
あ

る
い
は
年
齢
制
限
な
ど
派
遣
労

働
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

な
し

な
し

な
し
※

※
制
限
は
な
い
が
、
派
遣
先
が
労
働

者
派
遣
契
約
に
記
載
し
た
職
務
内

容
、
職
務
に
必
要
な
資
格
な
ど
に
基

づ
い
て
、
派
遣
元
が
派
遣
す
る
労
働

者
を
決
定
す
る

な
し

４
．
備
考
（
必
要
に
応
じ

記
載
）

※
失
業
率
は
、
2
0
0
2
年
～

2
0
1
2
年
の
幅

■
労
働
組
合
：
企
業
別

■
失
業
率
：
低
～
中
（
3
.
9
%
～

5
.
4
%
）

■
上
記
以
外
の
仕
組
み
：
派
遣

元
と
派
遣
先
と
も
に
使
用
者
責

任
を
分
担
す
る
「
共
同
使
用

者
」
制

■
労
働
組
合
：
産
業
別

■
失
業
率
：
中
～
高
（
4
.
6
%
～

9
.
6
%
）

■
上
記
以
外
の
仕
組
み
：
派
遣

先
労
働
者
と
の
均
等
待
遇
原
則

を
規
定

■
労
働
組
合
：
産
業
別
・
職
種

別 ■
失
業
率
：
中
～
高
（
4
.
7
%
～

8
.
1
%
）

■
上
記
以
外
の
仕
組
み
：
派
遣

先
労
働
者
と
の
均
等
待
遇
原
則

を
規
定

■
労
働
組
合
：
職
種
別
・
産
業

別
。
派
遣
労
働
者
を
利
用
す
る

企
業
の
事
業
所
委
員
会
が
、
当

該
利
用
に
係
る
共
同
決
定
権
限

を
有
す
る

■
失
業
率
：
高
（
5
.
9
%
～

1
0
.
7
%
）

■
上
記
以
外
の
仕
組
み
：
派
遣

先
労
働
者
と
の
均
等
待
遇
原
則

を
規
定

■
労
働
組
合
：
職
種
別
・
産
業

別 ■
失
業
率
：
高
（
7
.
4
%
～

9
.
4
%
）

■
上
記
以
外
の
仕
組
み
：
派
遣

先
労
働
者
と
の
均
等
待
遇
原
則

を
規
定

■
労
働
組
合
：
職
種
別
・
産
業

別 ■
失
業
率
：
高
（
6
.
9
～

8
.
4
%
）

（
注
１
）
中
間
報
告
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
追
加
修
正
が
あ
り
得
る
。

（
注
２
）
雇
用
・
労
働
分
野
は
、
各
国
と
も
労
使
の
意
見
を
尊
重
す
る
等
に
よ
り
、
現
実
に
存
在
す
る
労
働
市
場
、
労
使
関
係
を
前
提
と
し
た
ル
ー
ル
を
形
成
し
て
い
る
。

国際先端テストシート（厚生労働省回答）

72



【
⑧
　
労
働
者
派
遣
制
度
の
合
理
化
】

（
２
）
上
記
各
項
目
に
つ
い
て
、
日
本
の
現
行
規
制
を
維
持
す
る
必
要
性

（
３
）
上
記
規
制
の
廃
止
・
見
直
し
を
検
討
す
る
に
当
た
り
留
意
す
べ
き
と
考
え
る
点
（
影
響
等
）

１
．
の
港
湾
運
送
、
建
設
等
の
派
遣
禁
止
業
務
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
悪
質
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
介
入
し
、
労
働
者
供
給
と
明
確
に
区
分
し
得
な
い
形
で
労
働
者
派
遣
が
行
わ
れ
、
中
間
搾
取
等
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
強
い
な

ど
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
用
対
象
と
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

２
．
の
対
象
業
務
の
派
遣
期
間
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
常
用
代
替
の
お
そ
れ
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
臨
時
的
・
一
時
的
な
労
働
力
の
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
と
い
う
労
働
者
派
遣
制
度
の
位
置
付
け
に
基
づ
き
、
常
用
代
替
を
防

止
す
る
観
点
か
ら
設
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

３
．
の
派
遣
労
働
者
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
為
（
以
下
「
特
定
目
的
行
為
」
と
い
う
。
）
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
に
当
該
行
為
を
認
め
る
と
、
派
遣
先
の
影
響
力
が
高
ま
り
、
労
働
者
供
給
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
派
遣
労
働
者
の
就
業
機
会
を
不
当
に
狭
め
な
い
観
点
等
か
ら
設
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

１
．
の
派
遣
禁
止
業
務
の
う
ち
、
特
に
港
湾
運
送
と
建
設
業
務
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
の
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
一
般
的
な
制
度
の
適
用
で
は
、
悪
質
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
介
入
等
に
対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
。

２
及
び
３
．
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
労
働
者
派
遣
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
業
務
に
応
じ
た
派
遣
期
間
の
制
限
や
特
定
目
的
行
為
の
制
限
の
在
り
方
を
含
め
、
有
識
者
か
ら
な
る
研
究
会
に
お
い
て
、
幅
広
い
観
点
か
ら
議
論

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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【
⑨

 
先

進
自

動
車

の
公

道
走

行
試

験
に

係
る

手
続

の
迅

速
化

】
 

 

 
 ⑨

 
先

進
自

動
車

の
公

道
走

行
試

験
に

係
る

手
続

の
迅

速
化

 

 （
１

）
制

度
比

較
 

国
名

 

比
較

の
視

点
 

日
本

 
ア

メ
リ

カ
（

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
州

）
 

１
．
公
道
を
走
る
車
に
関
す
る

保
安
基
準
が
存
在

す
る
か
。
 

あ
り
。
 

道
路
運
送
車
両
法
に
基
づ
く
保
安
基
準
が
存
在
し
て
い
る
。
 

・
道
路
運
送
車
両
法
第
３
章
 

・
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
国
土
交
通
省
令
）
 

あ
り
。
 

F
e
d
e
r
a
l
 M
o
t
o
r
 V
e
h
i
c
l
e
 S
a
f
e
t
y
 S
t
a
n
d
a
r
d
s
と
呼
ば
れ
る
基
準

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
 

・
4
9
 
C
F
R
 
(
C
o
d
e
 
o
f
 
F
e
d
e
r
a
l
 
R
e
g
u
l
a
t
i
o
n
s
)
 
P
a
r
t
5
7
1
 

２
．
試
作
車
（
上
記

１
の
基
準

に
該
当
し
な
い
も

の
）
が
公

道
走

行
試

験
を

行
う

場
合

が
許
認
可
・
届
出
等
、
行
政

機
関
等
の
関
与
（
以
下
許
認

可
等

）
が

存
在

し
て

い
る

か
。
 

あ
り
。
 

国
内

で
生

産
さ

れ
た

試
験

自
動

車
の

う
ち

保
安

基
準

の
一

部
に

適

合
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
認
定
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
必
要
な
制
限
を
付
す
こ
と
で
当
該
基
準
の
適
用
を
除
外

し
、
保
安
基
準
に
適
合
し
た
自
動
車
と
し
て
公
道
走
行
試
験
を
認
め

て
い
る
。
 

（
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
５
６
条
第
４
項
）
 

な
し
。
 

国
内

で
生

産
さ

れ
た

試
験

自
動

車
の

う
ち

、
基

準
の

一
部

に
適

合
し

て
い

な
い

も
の

に
つ

い
て

、
当

該
自

動
車

を
用

い
た

公
道

走
行

試
験

を
認

め
る

特
例

制
度

は
存

在
し

な
い

。
し

た
が

っ
て

、
当

該
自

動
車

を
用
い
て
公
道
走
行
試
験
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

  

３
．
上
記
２
の
許
認
可
・
届
出

手
続
が
存
在
し
て

い
る
場

合
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
観

点
か
ら
な
さ
れ
る

の
か
。

（
許
可
要
件
等
）

 

新
技
術
の
実
用
化
及
び
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
安
全
性
の
確
保
及

び
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
つ
つ
、
試
験
自
動
車
と
し
て
認
定
を
行
っ

て
い
る
。
 

具
体
的
な
要
件
は
、
「
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
５
６
条
第
４

項
の
規
定
に
よ
る
試
験
自
動
車
の
認
定
要
領
」
に
規
定
し
て
い
る
。

  

―
 

 

４
．
上
記
２
の
許
認
可
等
手
続

の
具
体
的
な
流
れ

 

（
１
）
申
請
者
は
国
土
交
通
省
に
申
請
書
及
び
添
付
書
面
を
提
出
 

（
２
）
国
土
交
通
省
は
、
申
請
が
認
定
の
目
的
に
照
ら
し
て
適
切
で

あ
る
こ
と
、
試
験
実
施
上
必
要
な
安
全
・
環
境
の
た
め
の
対
策
、

保
安
基
準
へ
の
適
合
性
等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
事
項

    

国際先端テストシート（国土交通省回答）

74



【
⑨

 
先

進
自

動
車

の
公

道
走

行
試

験
に

係
る

手
続

の
迅

速
化

】
 

 

 
 

に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
交
通
安
全
環
境
研
究
所
に
お
い
て

も
審
査
 

（
３
）
国
土
交

通
省
は
、
必
要
な
制
限
を
付
し
て
認
定
し
、
申
請
者

の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
、
認
定
の
概
要
を
公
表
 

（
４
）
申
請
者
は
、
認
定
に
よ
る
試
験
運
行
が
終
了
し
た
場
合
に
は
、

試
験
運
行
の
結
果
に
関
す
る
報
告
を
国
土
交
通
省
へ
提
出
 

  

―
 

   

５
．
上
記
４
の
手
続
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
申
請

者
が
提
出

す
べ
き
（
証
明
す
べ
き
）
事

項
は
何
か
。
 

・
自
動
車
の
構
造
、
装
置
及
び
性
能
を
記
載
し
た
書
面
 

・
構
造
・
装
置
の
概
要
説
明
書
 

・
外
観
図
及
び
外
観
写
真
 

・
保
安
基
準
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
 

・
そ
の
他
自
動
車
の
構
造
、
装
置
及
び
性
能
に
関
し
て
必
要
な
書
面

・
申
請
に
係
る
構
造
又
は
装
置
に
関
し
、
保
安
基
準
の
適
用
の
除
外

を
受
け
る
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
 

・
申

請
に

係
る

構
造

又
は

装
置

を
有

す
る

自
動

車
の

安
全

性
の

確
保

及
び
環
境
対
策
に
つ
い
て
記
載
し
た
書
面
 

・
試
験
運
行
計
画
及
び
試
験
運
行
の
実
施
体
制
を
記
載
し
た
書
面
 

・
試
験
運
行
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集
項
目
を
記
載
し
た
書
面
 

・
申

請
に

係
る

自
動

車
又

は
構

造
及

び
装

置
の

開
発

状
況

と
普

及
の

見
通
し
を
記
載
し
た
書
面
 

・
点
検
整
備
方
式
を
記
載
し
た
書
面
 

・
認

定
を

申
請

す
る

者
と

申
請

に
係

る
自

動
車

と
の

関
係

を
表

す
書

面
（
自
動
車
製
作
者
を
除
く
）
 

・
そ
の
他
審
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
面
 

       

―
 

         

６
．
上
記
４
の
手
続
は
個
々
の

車
ご
と
に
行
わ
れ

る
の
か
。
 

複
数
車
に
つ
い
て

包
括
的

個
々
の
車
ご
と
に
認
定
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
が
、
構
造
及
び
装

置
が

同
一

又
は

類
似

の
複

数
の

試
験

自
動

車
に

つ
い

て
申

請
す

る

場
合

に
は

、
代

表
す

る
自

動
車

の
み

の
審

査
と

す
る

こ
と

が
で

き
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【
⑨

 
先

進
自

動
車

の
公

道
走

行
試

験
に

係
る

手
続

の
迅

速
化

】
 

 

 
 

に
許
認
可
等
を
行

え
る
仕

組
み
が
存
在
し
て

い
る
場

合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合

に
包
括
的
な
許
認

可
が
与

え
ら
れ
る
の
か
。

 

る
。
 

 

 

―
 

  

７
．
上
記
２
の
許
認
可
等
の
申

請
か
ら
許
可
が
出

る
ま
で

の
平
均
的
な
期
間

 

１
か
月
か
ら
２
か
月
程
度
。
 

 

 

―
 

 

８
．
上
記
２
の
許
認
可
等
の
年

間
当
た
り
件
 

先
進
安
全
自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
以
外
も
含
め
て
年
間
４
，
５
件
程
度

（
直
近
５
年
間
）
。
 

―
 

 

 （
２

）
日

本
の

現
行

規
制

を
維

持
す

る
必

要
性

 

我
が

国
で

は
、

技
術

開
発

の
促

進
等

の
観

点
か

ら
、

保
安

基
準

の
一

部
に

適
合

し
て

い
な

い
試

験
自

動
車

に
つ

い
て

も
、

必
要

な
制

限
を

附
す

こ
と

に
よ

り
安

全
性

の
確

保
及

び
環

境
の

保
全

を
図

っ
た

上
で

、
国

土
交

通
大

臣
が

認
定

を
行

い
、

保
安

基
準

に
適

合
し

た
自

動
車

と
し

て
公

道
走

行
を

認
め

て
い

る
と

こ
ろ

。
本

制
度

は
、

米
国

に
は
存
在
し
な
い
先
進
的
な
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
維
持
す
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 （
３

）
規

制
の

廃
止

・
見

直
し

を
検

討
す

る
に

当
た
り

留
意

す
べ

き
と

考
え

る
点

 

現
在
の
制
度
は
、
米
国
に
は
な
い
先
進
的
な
制
度
で
あ
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
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⑩
匿
名
化
情
報
の
利
用
に
関
す
る
日
本
と
欧
米
の
制
度
の
比
較

 

 
 

 国
名

 
視
点

 
E

U
 

米
国

 
日
本

 
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
）

 
E

U
デ
ー
タ
保
護
指
令

 
E

U
デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案

「
個

人
情

報
」
概
念

の

規
定

 

規
定
あ
り

 
・
識
別
さ
れ
た
又
は
識
別
さ

れ
得

る
自

然
人

に
関

す
る

す
べ
て

の
情
報

 

同
左

 
包
括
的
な
規
定
な
し

 
た

だ
し

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
権

利
章

典
に

お
い

て
、

特

定
の
個
人
に
連
結
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ

 

規
定
あ
り

 
・

生
存

す
る

個
人

に
関

す
る

情
報

で
あ

っ
て

、
特

定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（

他
の
情

報

と
容

易
に

照
合

す
る

こ
と

が
で

き
、

そ
れ

に
よ

り
特

定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
な

る
も

の

を
含

む
。
）

 

個
別
分
野
に
お
い
て
規
定
あ
り

 
・
個
人
の
識
別
が
可
能
な
医
療
情
報
（

H
IP

A
A
）

 
・

オ
ン

ラ
イ

ン
上

で
収

集
さ

れ
た

個
人

に
関

す
る

情
報

で
あ

っ
て

、
個

人
識

別
が

可
能

で
あ

る
も

の
 

（
C

O
P

PA
）

 

Ａ
．
匿
名
化

に
関

す

る
規
定

 
（

識
別

で

き
な

い

場
合
）

 

規
定
あ

り
 

・
デ
ー
タ
主
体
が
識
別
で
き

な
い

よ
う

な
方

法
で

匿
名

化
さ

れ
た

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は
利

用
可
能
 

同
左

 
包
括
的
な
規
定
な
し

 
・

F
T

C
に
よ
る
監
督
（
差
止
め
、
排
除
命
令
、
制
裁

金
）
が
及
ぶ
。

 
・

F
T

C
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
３
要
件
（
①
合
理
的

な
非

識
別

化
措

置
、

②
再

識
別

化
し

な
い

こ
と

を
公

に
約

束
、

③
受

領
者

に
よ

る
再

識
別

化
を

契
約

で
禁

止
）
を
満
た
す
場
合
は
利
用
可
能

  

規
定
な
し

 
・

事
業

者
が

識
別

で
き

な
い

よ
う

な
方

法
で

匿
名

化

さ
れ

た
情

報
に

つ
い

て
は

「
個

人
情

報
」

に
該

当
し

な
い
た
め
利
用
可
能

 
・

な
お

、
事

業
等

分
野

ご
と

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お

い
て
、
匿
名
化
に
関
す
る
指
針
を
置
く
例
が
あ
る

 
（

例
：

「
医

療
・

介
護

関
係

事
業

者
に

お
け

る
個

人
情

報
の

適
切
な

取
扱

い
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
や
「

ヒ

ト
ゲ

ノ
ム

・
遺

伝
子

解
析

研
究

に
関

す
る

倫
理

指
針

」

等
）

 

個
別
分
野
に
お
い
て
規
定
あ
り

 
・

識
別

子
の

除
去

等
、

一
定

の
要

件
を

満
た

す
場

合
は

利
用
可
能
（

H
IP

A
A
）

 

Ｂ
．
第
三
者

提
供

に

関
す

る

規
定

 
（

識
別

で

き
る

場

合
）

 

規
定
あ

り
 

・
原

則
と
し

て
提

供
で

き
な

い

が
、

次
の
場

合
は

提
供

可
能

 
(a

)明
確
な
同
意

、
(b

)契
約
の
履

行
、

(c
)法

的
義

務
の
遵
守

、
(d

)

デ
ー

タ
主

体
の

重
大

な
利

益
の

保
護

、
(e

)公
共

の
利

益
の

た

め
、

(f
)管

理
者

等
の

正
当

な
利

益
の
た
め

 
等

 

規
定
あ

り
 

・
原

則
と
し
て
提
供
で
き
な
い
が
、

次
の

場
合
は
提
供
可
能

 
(a

)具
体

的
な

目
的

の
た

め
の

処
理

に
同
意

、
(b

)契
約

の
履

行
、

(c
)法

的

義
務
の
遵

守
、

(d
)デ

ー
タ

の
対

象
者

の
重
要
な

利
益

の
保

護
、

(e
)公

共
の

利
益

の
た

め
、

(f
)管

理
者

の
正

当
な

利
益
の
た

め
 

等
 

包
括
的
な
規
定
な
し

 
・

F
T

C
に
よ
る
監
督
（
差
止
め
、
排
除
命
令
、
制
裁

金
）
が
及
ぶ
。

 

規
定
あ
り

 
・

原
則

と
し

て
提

供
で

き
な

い
が

、
次

の
場

合
は

提
供

可
能

 
(a

)事
前
の
本
人

の
同
意
、

(b
)法

令
、

(c
)人

の
生

命
、
身
体

又
は
財
産

の
保

護
の
た
め

に
必

要
 (

d)
公
衆
衛

生
・
児
童
の

健
全
育
成

に
特

に
必
要

 (
e)
国

等
に
協
力

 
等

 
個
別
分
野
に
お
い
て
規
定
あ
り
 

・
診

療
時

等
を

除
き

、
提

供
に

は
本

人
の

同
意

が
必

要

（
H

IP
A

A
）
 

・
提
供
に
は
両
親
の
事
前
の
承
諾
が
必

要
（

C
O

P
PA

）

⇒
 
日
本
の
法
制
度
は
、
欧
米
と
比
較
し
て
匿
名
化
情
報
の
利
用
に
関
し
て
厳
し
い
規
制
を
設
け
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

 

特
定
個
人
を
識
別
で
き
な
い
よ
う
な
対
応
を
事
業
者
が
施
す
こ
と
に
よ
り
（
欧
米
と
同
様
）
、
属
性
情
報
や
履
歴
情
報
の
利
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
可
能
。

 

国際先端テストシート（消費者庁回答） 
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【
⑩

 
匿

名
化

情
報

の
利

用
に

関
す

る
日

本
と

欧
米

の
制

度
の

比
較

】
 

 

 
  

匿
名

化
情

報
の

利
用

に
関

す
る

日
本

と
欧

米
の

制
度

の
比

較
 

 １
 

E
U

 

 (1
) 

E
U

デ
ー

タ
保
護

指
令
（
「
個
人

デ
ー

タ
取
扱

い
に

係
る
個

人
の

保
護
及

び
当

該
デ
ー

タ
の

自
由
な

移
動

に
関
す

る
19

95
年

10
月

24
日

の
欧

州
議
会

及
び

理
事
会

の
95

／
46

／
E

C
指

令
」

（
D

ir
ec

ti
ve

 9
5/

46
/E

C
 o

f 
th

e 
E

u
ro

pe
an

 P
ar

li
am

en
t 

an
d 

of
 t

h
e 

C
ou

n
ci

l 
of

 2
4 

O
ct

ob
er

 1
99

5 
on

 t
h

e 
pr

ot
ec

ti
on

 o
f 

in
di

vi
du

al
s 

w
it

h
 r

eg
ar

d 
to

 t
h

e 
pr

oc
es

si
n

g 
of

 

pe
rs

on
al

 d
at

a 
an

d 
on

 t
h

e 
fr

ee
 m

ov
em

en
t 

of
 s

u
ch

 d
at

a）
）
〔

19
95

年
〕

 

 

●
 

個
人
情
報

の
概

念
 

「
個

人
デ

ー
タ

」
と

は
、
「
識

別
さ

れ
た
又

は
識

別
さ
れ

得
る

自
然
人

（
以

下
「
デ

ー
タ

主
体
」

と
い

う
。
）
に

関
す

る
す
べ

て
の

情
報
を

い
う

。
識
別

さ
れ

得
る
個

人
と

は
、
特

に
個

人

識
別

番
号
、
又

は
肉

体
的
、

生
理

的
、
精

神
的

、
経
済

的
、

文
化
的

並
び

に
社
会

的
ア

イ
デ
ン

テ
ィ

テ
ィ
に

特
有

な
一
つ

の
又

は
そ
れ

以
上

の
要
素

を
参

照
す
る

こ
と

に
よ
っ

て
、

直
接

的

又
は
間
接
的
に
識
別
さ
れ
得
る
者
を
い
う
。
」
（
第

２
条

(a
)）

 

 

●
 

匿
名
化
に

関
す

る
規
定

 

「
デ

ー
タ

保
護

の
原

則
は
、

識
別

さ
れ
た

又
は

識
別
さ

れ
得

る
個
人

に
関

す
る
あ

ら
ゆ

る
情
報

に
適

用
す
べ

き
で

あ
る
。

あ
る

個
人
が

識
別

で
き
る

か
ど

う
か
を

判
断

す
る

た
め

に
は

、

デ
ー

タ
管
理
者

又
は

当
該
個

人
を

識
別
し

よ
う

と
す
る

他
の

者
に
よ

っ
て

用
い
ら

れ
る

あ
ら
ゆ

る
合

理
的
な

手
段

を
考
慮

に
入

れ
る
べ

き
で

あ
る
。

デ
ー

タ
保
護

の
原

則
は
、

デ
ー

タ
主

体

が
も
は
や
識
別
で
き
な
い
よ
う
な
方
法
で
匿
名
化

さ
れ
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
適
用
す
べ
き
で
な
い
。
」
（
前
文
第

26
条
）

 

【
参
考
】
第

29
条
作
業
部
会
意
見
（

A
rt

ic
le

 2
9 

W
or

ki
n

g 
P

ar
ty
「

O
pi

n
io

n
 4

/2
00

7 
on

 t
h

e 
co

n
ce

pt
 o

f 
pe

rs
on

al
 d

at
a」

）
 

特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
識
別
に
用
い
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
手
段
の
程
度
を
考
慮

し
て
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
。
（

21
頁
）

 

な
お

、
同

意
見

書
は

、
「

符
号

化
さ

れ
た
デ

ー
タ

」
（

ke
y-

co
de

d 
da

ta
）

と
い

う
概
念

を
用

い
て
い

る
と

こ
ろ
、

例
え

ば
、
名

前
を

符
号
化

（
名

前
を
「

X
12

34
」

に
置

き
か

え
る

等
）

し
て

管
理
し
、

当
該

符
号
を

解
読

す
る
鍵

（
符

号
と
個

人
の

氏
名
を

結
び

つ
け
る

リ
ス

ト
）
が

別
に

保
管
さ

れ
て

い
る
場

合
、

こ
の
鍵

（
リ

ス
ト
）

を
参

照
す
る

こ
と

は
識
別

す
る

た
め

の

「
合
理
的
手
段
」
と
い
え
る
た
め
、
一
連
の
個
人
に
関
す
る
情
報
は
個
人
デ
ー
タ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
す
る
。
（

18
～

19
頁
）

 

 

⇒
 
つ
ま
り
、「

X
12

34
が
週
３
日
以
上
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
符
号
化
し
て
も
、
「

X
12

34
」

を
氏
名
等
の
識
別
情
報
と
結
び
付
け
る
「
対
応
表
」
を
保
有
し
て
い
る
場

合
は
、
「
週
３
日

以
上
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
い
る
」
と
い
う
情
報
を
含
め
、
「
個
人
デ
ー
タ
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
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【
⑩

 
匿

名
化

情
報

の
利

用
に

関
す

る
日

本
と

欧
米

の
制

度
の

比
較

】
 

 

 
  

※
 
「
第

29
条
作
業
部
会
」
と
は

、
E

U
デ
ー
タ
保
護
指
令
第

29
条
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
、
個
人
デ
ー
タ
の

取
扱
い
に
係
る
個
人
の
保
護
に
関
す
る
助
言
機
関
で
あ
り
（
第

29
条
第

１
項
）
、
本
指
令
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
た
各
国
の
措
置
の
統
一
的
な
適
用
に
資
す
る
た
め
に
、
当
該
措
置
の
適
用
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
等
を
行
う
権
能
を
有
す
る
（
第

30
条
第
１
項
）
。

 

 

●
 

個
人
情
報

の
第

三
者
提

供
に

関
す
る

規
定

 

構
成
国
は
、
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
の
み
、
個
人
デ
ー
タ
が
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
第
７
条
）

 

(a
) 

デ
ー
タ
主
体
が
明
確
に
同
意
を
与
え
た
場
合
、
又
は
、

 

(b
) 

デ
ー
タ
主
体

が
当
事
者
と

な
っ
て
い
る

契
約
の
履
行

の
た
め
に
取

扱
い
が
必
要

な
場
合
、
又

は
デ
ー
タ
主

体
の
請
求
に

よ
り
、
契
約

の
締
結
前
に

、
そ
の
段
階

を
踏
む
た
め

に
取

扱
い

が
必
要
な
場
合
、
又
は
、

 

(c
) 

管
理
者
が
従
う
べ
き
法
的
義
務
を
遵
守
す
る
た
め
に
取
扱
い
が
必
要
な
場
合
、
又
は
、

 

(d
) 

デ
ー
タ
主
体
の
重
大
な
利
益
を
保
護
す
る
た

め
に
取
扱
い
が
必
要
な
場
合
、
又
は
、

 

(e
) 

公
共
の
利

益
の

た
め
に

、
又

は
管
理

者
若

し
く
は

デ
ー

タ
の
開

示
を

受
け
る

第
三

者
に
与

え
ら

れ
た
公

的
権

限
の
行

使
の

た
め
に

行
わ

れ
る
業

務
の

遂
行
上

取
扱

い
が
必

要
な

場
合
、

又
は
、

 

(f
) 

管
理

者
又

は
デ

ー
タ
の

開
示

を
受
け

る
第

三
者
若

し
く

は
当
事

者
の

正
当
な

利
益

の
た
め

に
取

扱
い
が

必
要

な
場
合

。
た

だ
し
、

こ
れ

ら
の
利

益
よ

り
、
第

１
条

第
１
項

の
規

定
に
基

づ
い
て
保
護
が
必
要
と
さ
れ
る
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
的
な
権
利
及
び
自
由
に
関
す
る
利
益
が
優
先
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

 

 (2
) 

E
U

デ
ー

タ
保

護
規

則
提

案
（
「

個
人

デ
ー

タ
の

取
扱

い
に

係
る

個
人

の
保

護
及

び
当

該
デ

ー
タ

の
自

由
な

移
動

に
関

す
る

欧
州

議
会

及
び

理
事

会
の

規
則

」
の

提
案

（
P

ro
po

sa
l 

fo
r 

a 

R
eg

u
la

ti
on

 o
f 

th
e 

E
u

ro
pe

an
 P

ar
li

am
en

t 
an

d 
of

 t
h

e 
C

ou
n

ci
l 

on
 t

h
e 

pr
ot

ec
ti

on
 o

f 
in

di
vi

du
al

s 
w

it
h

 r
eg

ar
d 

to
 t

h
e 

pr
oc

es
si

n
g 

of
 p

er
so

n
al

 d
at

a 
an

d 
on

 t
h

e 
fr

ee
 

m
ov

em
en

t 
of

 s
u

ch
 d

at
a 

〔
G

en
er

al
 D

at
a 

P
ro

te
ct

io
n

 R
eg

u
la

ti
on

〕
）
）
〔

20
12

年
〕

 

 

●
 

個
人
情
報

の
概

念
 

・
 
「
個
人
デ
ー
タ
」
と
は
、
「
あ
る
デ
ー
タ
の
対

象
者
に
関
す
る
す
べ
て
の
情
報
を
意
味
す
る
。
」
（
第
４
条

(2
)）

 

・
 
「
デ
ー
タ
の

対
象
者
」
と
は
、「

識
別
さ
れ
た

自
然
人
、
又
は
管
理
者
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
自
然
人
や
法
人
に
よ
っ
て
合
理
的
な
範
囲
で
使
用
さ
れ
る
手
段
を
も
っ
て
直
接
的
又
は
間

接
的

に
識

別
さ

れ
た

自
然
人

の
こ

と
を
意

味
す

る
。
特

に
、

識
別
番

号
、

位
置
デ

ー
タ

、
オ
ン

ラ
イ

ン
識
別

子
の

参
照
、

又
は

そ
の
人

物
の

ア
イ
デ

ン
テ

ィ
テ
ィ

に
関

す
る
肉

体
的

、
生

理
的
、
遺
伝
子
的
、
精
神
的
、
経
済
的
、
文
化
的
、
又
は
社
会
的
な
一
つ
以
上
の
要
素
の
参
照
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
た
自
然
人
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
」
（
第
４
条

(1
)）
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【
⑩

 
匿

名
化

情
報

の
利

用
に

関
す

る
日

本
と

欧
米

の
制

度
の

比
較

】
 

 

 
 

●
 

匿
名
化
に

関
す

る
規
定

 

「
デ

ー
タ

保
護

の
原

則
は
、

識
別

さ
れ
た

又
は

識
別
さ

れ
得

る
個
人

に
関

す
る
あ

ら
ゆ

る
情
報

に
適

用
す
べ

き
で

あ
る
。

あ
る

個
人
が

識
別

で
き
る

か
ど

う
か
を

判
断

す
る

た
め

に
は

、

デ
ー

タ
管
理
者

又
は

当
該
個

人
を

識
別
し

よ
う

と
す
る

他
の

者
に
よ

っ
て

用
い
ら

れ
る

あ
ら
ゆ

る
合

理
的
な

手
段

を
考
慮

に
入

れ
る
べ

き
で

あ
る
。

デ
ー

タ
保
護

の
原

則
は
、

デ
ー

タ
主

体

が
も
は
や
識
別
で
き
な
い
よ
う
な
方
法
で
匿
名
化

さ
れ
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
適
用
す
べ
き
で
な
い
。
」
（
前
文
第

23
条
）
 

 

【
参
考
】

E
U

デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案
へ
の
欧
州
委
員
会
修
正
案
 

「
デ

ー
タ

保
護

の
原

則
は
、

識
別

さ
れ
た

又
は

識
別
さ

れ
得

る
個
人

に
関

す
る
あ

ら
ゆ

る
情
報

に
適

用
す
べ

き
で

あ
る
。

あ
る

個
人
が

識
別

で
き
る

か
ど

う
か
を

判
断

す
る

た
め

に
は

、

デ
ー

タ
管
理
者

又
は

当
該
個

人
を

識
別
し

よ
う

と
す
る

他
の

者
に
よ

っ
て

用
い
ら

れ
る

あ
ら
ゆ

る
合

理
的
な

手
段

を
考
慮

に
入

れ
る
べ

き
で

あ
る
。

こ
の

規
則
は

、
匿

名
化
さ

れ
た

デ
ー

タ

に
つ

い
て
は
適

用
さ

れ
な
い

。
匿

名
化
さ

れ
た

デ
ー
タ

と
は

、
直
接

的
又

は
間
接

的
に

、
単
独

又
は

関
係
す

る
デ

ー
タ
と

組
み

合
わ
せ

た
場

合
、
自

然
人

と
結
び

つ
け

る
こ
と

の
で

き
な

い

あ
ら

ゆ
る
デ
ー

タ
を

い
う
。

ま
た

、
そ
の

デ
ー

タ
を
処

理
す

る
時
代

の
技

術
の
状

況
、

そ
の
デ

ー
タ

が
処
理

さ
れ

る
で
あ

ろ
う

期
間
の

技
術

革
新
の

可
能

性
を
考

慮
し

て
、
そ

の
よ

う
な

つ

な
が
り
を
作
り
出
す
に
あ
た
っ
て
不
均
衡
な
ほ
ど
時
間
、
費
用
、
労
力
が
か
か
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
」

 

 

●
 

個
人
情
報

の
第

三
者
提

供
に

関
す
る

規
定

 

個
人
デ
ー
タ
の
処
理
は
、
以
下
の
項
目
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
の
項
目
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、
合
法
と
す
る
。（

第
６
条
第
１
項
）

 

(a
) 

デ
ー
タ
の
対
象
者
が
、
一
つ
以
上
の
具
体
的
な
目
的
の
た
め
に
、
自
分
自
身
の
個
人
デ
ー
タ
が
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る

 

(b
) 

デ
ー
タ
の
対

象
者
が
当
事

者
で
あ
る
契

約
を
履
行
す

る
た
め
に
そ

の
処
理
が
必

要
な
場
合
。

ま
た
は
、
契

約
を

締
結
す

る
前
に
、
デ

ー
タ
の
対
象

者
の
依
頼
に

よ
っ
て
対
策

を
講

じ
る

た
め
に
そ
の
処
理
が
必
要
な
場
合

 

(c
) 

管
理
者
が
従
う
べ
き
法
律
上
の
義
務
を
果
た

す
た
め
に
、
そ
の
処
理
が
必
要
な
場
合

 

(d
) 

デ
ー
タ
の
対
象
者
の
重
要
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
そ
の
処
理
が
必
要
な
場
合

 

(e
) 

公
共
の
利
益
の
た
め
に
遂
行
さ
れ
る
業
務
、
ま
た
は
管
理
者
に
与
え
ら
れ
た
職
権
の
行
使
の
た
め
に
そ
の
処
理

が
必
要
な
場
合

 

(f
) 

管
理

者
が

追
求

す
る
正

当
な

利
益
の

た
め

に
そ
の

処
理

が
必
要

な
場

合
。
た

だ
し

、
特
に

デ
ー

タ
の
対

象
者

が
子
供

の
場

合
、
個

人
デ

ー
タ
の

保
護

を
必
要

と
す

る
デ
ー

タ
の

対
象
者

の
利

益
ま
た
は

基
本

的
権
利

や
自

由
が
、

上
記

の
管
理

者
の

利
益
に

優
先

さ
れ
る

場
合

を
除
く

。
こ

の
こ
と

は
、

公
的
機

関
が

職
務
の

実
施

の
た
め

に
行

っ
た
処

理
に

は
適

用
し

な
い

も

の
と
す
る
。
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【
⑩

 
匿

名
化

情
報

の
利

用
に

関
す

る
日

本
と

欧
米

の
制

度
の

比
較

】
 

 

 
 ２

 
ア

メ
リ
カ

 

 

●
 

概
要

 

ア
メ

リ
カ

で
は

、
事

業
活
動

一
般

に
つ
き

分
野

横
断
的

に
規

律
し
て

い
る

法
律
は

存
在

せ
ず
、

高
い

機
密
性

の
要

求
さ
れ

る
一

部
の
分

野
に

お
い
て

個
別

法
が
制

定
さ

れ
る
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。
民
間

企
業

に
対
し

て
は

、
連
邦

取
引

委
員
会

（
F

T
C
）

が
中

心
と
な
っ

て
調

査
及
び

法
執

行
を
行

っ
て

お
り
、

個
人

デ
ー
タ

保
護

に
関
す

る
レ

ポ
ー
ト

や
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

等
も

多

数
発
表
し
て
い
る
。

 

こ
れ

ら
に

加
え

て
、

近
年
、

い
わ

ゆ
る
ビ

ッ
グ

デ
ー
タ

ビ
ジ

ネ
ス
等

、
個

人
情
報

を
利

用
す
る

新
た

な
ビ
ジ

ネ
ス

が
成
長

し
て

い
る
現

状
を

踏
ま
え

、
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
上
の

個
人

デ
ー

タ
保
護
の
強
化
を
目
的
と
し
た
「
米
国
消
費
者
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
利
章
典
」
（
(
T

h
e 

C
on

su
m

er
 P

ri
va

cy
 B

il
l o

f 
R

ig
h

ts
)〔

20
12

年
〕
※
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

 

（
※
）
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
発
達
し
て
き
た
公
正
な
情
報
慣
習
の
原
則
を
７
つ
の
権
利
と
し
て
具
体
化
し
た
も
の
で
、
連
邦
議
会
に
対
し
て
立
法
を
呼
び
か
け
る
も
の
。

 

 

●
 

個
人
情
報

の
概

念
 

・
 
「
個
人
デ
ー
タ
」
と
は
、
特
定
の
個
人
に
連
結
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
い
い
、
集
計
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
含
む
。
こ
れ
は
、
特
定
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
そ
の
他
の
機
器
に
連
結
さ
れ

た
デ
ー
タ
も
含
む
（
「
米
国
消
費
者
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
権
利
章
典
」
）
。
 

 

・
 
個
人
デ
ー
タ
の
概
念
に
関
す
る
包
括
的
な
法
律
は
な
く
、
個
別
分
野
ご
と
に
法
律
が
あ
る
。

 

【
主
要
な
例
】

 

・
 

H
IP

A
A
（
「
医
療
保
険
の
相
互
運
用
性
と
説
明

責
任
に
関
す
る
法
律
」
（

H
ea

lt
h

 I
n

su
ra

n
ce

 P
or

ta
bi

li
ty

 a
n

d 
A

cc
ou

n
ta

bi
li

ty
 A

ct
）
）
〔

19
96

年
〕

 

「
個
人
情
報
」
と
は
、
「
個
人
の
識
別
が
可
能

な
医
療
情
報
」
を
い
う
。

 

・
 

C
O

P
PA

改
正
案
（
「
児
童
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
」（

C
h

il
dr

en
’s

 O
n

li
n

e 
P

ri
va

cy
 P

ro
te

ct
io

n
 A

ct
）
改
正
案
）
〔

20
12

年
〕

 

「
個

人
情

報
」

と
は

、
「

オ
ン

ラ
イ

ン
上
で

収
集

さ
れ
た

個
人

に
関
す

る
情

報
で
あ

っ
て

、
個
人

識
別

が
可
能

で
あ

る
も
の

」
を

い
う
。

具
体

的
に
は

、
(A

)氏
名

、
(B

)通
り

の
名

称
や

都

市
・
町
の
名
称
を
含
む
住
所
等
、

(C
)電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

(D
)電

話
番
号
、

(E
)ソ

ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ナ
ン
バ
ー
、

(F
)F

T
C
が
定
め
る
物
理
的
又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
特
定
個
人

に
連

絡
可

能
な

そ
の

他
の

識
別

子
、

(G
)ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

が
オ

ン
ラ

イ
ン

上
で

収
集

し
、

(A
)か

ら
(F

)の
識

別
子

と
組

み
合

わ
さ

れ
た

、
児

童
又

は
そ

の
児

童
の

親
に

関
す

る
情

報
を

い

う
。

 

※
 
米
連
邦
取
引
委
員
会
（

F
T

C
）
は
、

20
12

年
12

月
19

日
に
最
終
改
正
案
を
採
択
し
、

20
13

年
７
月
１
日
に
発
効
の
見
通
し
。

 

改
正
案
で
は
、「

個
人
情
報
」
の
リ
ス
ト
の
中
に
、
位
置
情
報
等
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。

 

 

●
 

匿
名
化
に

関
す

る
規
定
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【
⑩

 
匿

名
化

情
報

の
利

用
に

関
す

る
日

本
と

欧
米

の
制

度
の

比
較

】
 

 

 
 

・
 
匿
名
化
に
つ
い
て
、
事
業
活
動
一
般
に
つ
き
分
野
横
断
的
に
規
律
し
て
い
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。

 

 

・
 
匿
名
化
さ
れ
た
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
が
、「

不
公
正
又
は
欺
瞞
的
行
為
又
は
慣
行
」（

F
T

C
法
第
５
条
（

a）
）
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
場
合
は
、

F
T

C
に
よ
り
、
差
止
め
、
排
除
命
令
、

民
事
制
裁
金
を
課
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

 

・
 

F
T

C
は
、
米
国
連
邦
取
引
委
員
会
（

F
T

C
）
レ
ポ
ー
ト
（

F
ed

er
al

 T
ra

de
 C

om
m

is
si

on
「

P
ro

te
ct

in
g 

C
on

su
m

er
 P

ri
va

cy
 in

 a
n

 E
ra

 o
f R

ap
id

 C
h

an
ge

」
）〔

20
12

年
〕
を

発
表
し
、
匿
名
化
さ
れ
た
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
指
針
を
示
し
て
い
る
。

 

事
業
者
が
、

 

①
デ
ー
タ
を
合

理
的
に
非
識
別
化
（

de
-i

de
n

ti
fy
）
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る

 

②
そ
の
デ
ー
タ
を
再
識
別
化
（

re
-i

de
n

ti
fy
）
し
な
い
こ
と
を
公
に
約
束
す
る

 

③
そ
の
デ
ー
タ
の
移
転
を
受
け
る
者
が
再
識
別
化
す
る
こ
と
を
契
約
で
禁
止
す
る

 

と
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
当
該
デ
ー
タ
は
特
定
の
顧
客
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
そ
の
他
の
デ
バ
イ
ス
に
、
合
理
的
に
連
結
可
能
な
（

re
as

on
ab

ly
 l

in
ka

bl
e）

デ
ー

タ
に

は
当

た
ら

な
い

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
事

業
者
が

、
識

別
可
能

な
デ

ー
タ
と

こ
の

よ
う
に

非
識

別
化
さ

れ
た

デ
ー
タ

の
双

方
を
保

持
・

使
用
す

る
場

合
は
、

こ
れ

ら
の
デ

ー
タ

は
別
々

に
貯

蔵
す
べ

き
で

あ
る

と
し
て
い
る
。（

18
～

22
頁
）

 

 

・
 
さ
ら
に
、
特
定
の
分
野
に
お
い
て
、
個
別
法
の
中
で
匿
名
化
に
関
す
る
規
定
が
存
在
す
る
。

 

【
主
要
な
例
】

 

H
IP

A
A
（
「

医
療
保
険
の
相
互
運
用
性
と
説
明
責
任
に
関
す
る
法
律
」（

H
ea

lt
h

 I
n

su
ra

n
ce

 P
or

ta
bi

li
ty

 a
n

d 
A

cc
ou

n
ta

bi
li

ty
 A

ct
）
）
〔

19
96

年
〕

 

①
  

「
匿
名
化
」
さ
れ
た
保
険
情
報
（

de
-i

de
n

ti
fi

ed
 h

ea
lt

h
 in

fo
rm

at
io

n
）
に
つ
い
て
は
、
使
用
や
開
示
に
法
律
上
の
制
限
は
な
い
。

 

⇒
 
「
匿
名
化
」
と
い
え
る
た
め
の
条
件

 

(a
) 
統
計
学
者
か
ら
個
人
特
定
リ
ス
ク
が
低
い
と
い
う
専
門
的
意
見
を
書
面
で
も
ら
う
こ
と
（
当
該
書
面
に
は
、
分
析
方
法
と
分
析
結
果
の
両
方
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
、

又
は

 

(b
) 
名
前

、
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
、
社
会
保
障
番
号
、
医
療
記
録
番
号
、
健
康
保
険
受
給
者
番
号
、
免
許
証
番
号
な
ど
親
族
、
雇
用
主
又
は
個
人
の
家
族
の
識
別
子
（

18
項
目

）

の
情
報
を
除
去
す
る
こ
と

 

 

②
  

「
限
定
さ

れ
た
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
許
諾
を
得
ず
に
、
使
用
や
開
示
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
る
。

 

⇒
 
「
限
定

さ
れ
た
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
」
と
い
え
る
た
め
の
条
件
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【
⑩

 
匿

名
化

情
報

の
利

用
に

関
す

る
日

本
と

欧
米

の
制

度
の

比
較

】
 

 

 
 

・
 

名
前

、
電

子
メ

ー
ル
の

ア
ド

レ
ス
、

社
会

保
障
番

号
、

医
療
記

録
番

号
、
健

康
保

険
受
給

者
番

号
、
免

許
証

番
号
な

ど
、

個
人
、

親
族

、
雇
用

主
又

は
個
人

の
家

族
に

関
す

る

直
接
的
な
識
別
子
を
取
り
除
く
こ
と

 

  
●

 
個

人
情

報
の

第
三
者

提
供

に
関
す

る
規

定
 

・
 
個
人
デ
ー
タ
の
第
三
者
提
供
に
つ
い
て
、
事
業

活
動
一
般
に
つ
き
分
野
横
断
的
に
規
律
し
て
い
る
も
の
は
存
在
し
な
い
が
、
米
国
消
費
者
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
利
章
典
に
お
い
て
は
、「

個

人
デ

ー
タ

を
第

三
者

に
開

示
す

る
事

業
者

は
、

受
領

者
が

（
権

利
章

典
に

定
め

ら
れ

た
）

こ
れ

ら
の

原
則

を
遵

守
す

る
執

行
可

能
な

契
約

上
の

義
務

を
負

う
こ

と
を

保
証

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
。
」
と
さ

れ
て
い
る
。

 

 

・
 
個
人
デ
ー
タ
の
第
三
者
提
供
が
、「

不
公
正
又
は
欺
瞞
的
行
為
又
は
慣
行
」（

F
T

C
法
第
５
条
（

a）
）
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、

F
T

C
に
よ
り
、
差
止
め
、
排
除
命
令
、
民
事

制
裁
金
を
課
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

 

・
 
ま
た
、
特
定

の
分
野
に
お
い
て
、
個
別
法
の
中
で
第
三
者
提
供
に
関
す
る
規
定
が
存
在
す
る
。

 

【
主
要
な
例
】

 

・
 

H
IP

A
A
（
「

医
療
保
険
の
相
互
運
用
性
と
説
明
責
任
に
関
す
る
法
律
」
（

H
ea

lt
h

 I
n

su
ra

n
ce

 P
or

ta
bi

li
ty

 a
n

d 
A

cc
ou

n
ta

bi
li

ty
 A

ct
）
）
〔

19
96

年
〕

 

診
療
時
、
支
払
時
、
医
療
業
務
管
理
時
に
使
用
す
る
場
合
等
を
除
き
、
個
人
情
報
の
第
三
者
提
供
に
は
、
本
人
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

 

・
 

C
O

P
PA

改
正
案
（
「
児
童
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
」（

C
h

il
dr

en
’s

 O
n

li
n

e 
P

ri
va

cy
 P

ro
te

ct
io

n
 A

ct
）
改
正
案
）
〔

20
12

年
〕

 

 
 

13
歳
未
満
の
児
童
に
つ
い
て
、
両
親
の
事
前
の
承
諾
な
く
、
個
人
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
、
第
三
者
へ
個
人

情
報
を
開
示
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
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【
⑩

 
匿

名
化

情
報

の
利

用
に

関
す

る
日

本
と

欧
米

の
制

度
の

比
較

】
 

 

 
 ３

 
日

本
（
「
個

人
情

報
の
保

護
に

関
す
る

法
律

」
）

 

 

●
 

個
人
情
報

の
概

念
 

「
個
人
情
報
」
と
は
、「

生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

（
他
の
情
報
と
容
易
に
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。）

を
い
う
。
」（

第
２
条
第
１
項
）

 

 

●
 

匿
名
化
に

関
す

る
規
定

 

な
し
。
た
だ
し
、
主
務
大
臣
制
の
下
に
策
定
さ
れ
て
い
る
事
業
等
分
野
ご
と
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
匿
名
化
に
関
す
る
指
針
を
置
く
例
が
み
ら
れ
る
。

 

 
 

 
例

え
ば

、
「

医
療
・

介
護

関
係
事

業
者

に
お
け

る
個

人
情
報

の
適

切
な
取

扱
い

の
た
め

の
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」
や
「

ヒ
ト

ゲ
ノ
ム

・
遺

伝
子
解

析
研

究
に
関

す
る

倫
理
指

針
」

等
は
、

匿
名

化
の
定
義
等
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

 

 

●
 

個
人
情
報

の
第

三
者
提

供
に

関
す
る

規
定

 

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同
意
を
得
な
い
で
、
個
人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
（
第

23
条
第
１
項
）

 

一
 
法
令
に
基
づ
く
場
合

 

二
 
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き

 

三
 
公
衆
衛
生
の
向
上
又
は
児
童
の
健
全
な
育
成
の
推
進
の
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き

 

四
 

国
の

機
関

若
し

く
は
地

方
公

共
団
体

又
は

そ
の
委

託
を

受
け
た

者
が

法
令
の

定
め

る
事
務

を
遂

行
す
る

こ
と

に
対
し

て
協

力
す
る

必
要

が
あ
る

場
合

で
あ
っ

て
、

本
人
の

同
意

を
得
る

こ
と
に
よ
り
当
該
事
務
の
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

 

 ※
 

参
考
（
履

歴
情

報
の
取

扱
い

に
つ
い

て
）

 

個
人
情
報
保
護
法
上

、
特
定
個
人
を
識
別
で
き
な
い
よ
う
に
氏
名
等
識
別
情
報
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
情
報
は
、「

個
人
情
報
」
に
は
該
当
し
な
い
た
め
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
き
、
個
人
情
報
保
護

法
上
の
義
務
規

定
の
適
用
は

な
い
。
例
え

ば
、
資
料
１

－
４
の
設
例

１
に
お
い
て

、
X

が
対

応
表

を
廃

棄
す

る
こ

と
に

よ
り

、
購

入
履

歴
情

報
と

氏
名

等
を

容
易

に
照

合
で

き
な

い
よ

う
に

す
れ

ば
、
当
該
購
入
履
歴
情

報
は
「
個
人
情
報
」
で
は
な
い
た
め
、
そ
れ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
つ
き
、
個
人
情
報
保
護
法
上
、
本
人
の
同
意
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
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【
⑩

 
匿

名
化

情
報

の
利

用
に

関
す

る
日

本
と

欧
米

の
制

度
の

比
較

】
 

 

 
 ４

 
結

論
 

 

●
 
日
本
は

E
U

と
比
較
し
て
、
匿
名
化
情
報
の
利

用
に
係
る
法
規
制
の
程
度
が
厳
し
い
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
、
上
記
「

X
12

34
が
週
３
日
以
上
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
い
る
」
と
い
う
事
例

に
つ
い
て
、

E
U

に
お
い
て
は
、
事
業
者
が
「

X
12

34
」
を
氏
名
等
の
識
別
情
報
と
結
び
付
け
る
「
対
応
表
」
を
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
は
、
「
週
３
日
以
上
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
い
る
」

と

い
う

属
性
情
報

を
含

め
、「

個
人

デ
ー
タ
」

に
該

当
す
る

こ
と

に
な
る

一
方

、
「
対
応

表
」

を
廃
棄

す
る

な
ど
し

て
識

別
情
報

と
結

び
付
か

な
い

よ
う
に

管
理

し
て
い

る
の

で
あ
れ

ば
、

当
該

属
性
情
報
は
「
個

人
デ
ー
タ
」
に
は
該
当
し
な
い
こ

と
と
な
る
。
こ
れ
は
日
本
で
も
同
じ
で
あ
り
、
事
業
者
が
「
対
応

表
」
を
保
有
す
る
こ
と
で
特
定
個
人
を
識
別
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、「

週

３
日
以
上
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
い
る
」
と
い
う
属
性
情
報
は
「
個
人
情
報
」
に
該
当
す
る
一
方
、「

対
応
表
」
を
廃
棄
す

る
な
ど
し
て
特
定
個
人
を
識
別
で
き
な
い
よ
う
に
管
理
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
当
該
属
性
情
報
は
「
個
人
情
報
」
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
。

 

 

●
 

日
本

は
ア

メ
リ

カ
と
比

較
し

て
も
、

匿
名

化
情
報

の
利

用
に
係

る
法

規
制
の

程
度

が
厳
し

い
と

は
い
え

な
い

。
ア
メ

リ
カ

に
お
い

て
プ

ラ
イ
バ

シ
ー

侵
害
違

反
の

法
執
行

を
担

っ
て
い

る

F
T

C
の

前
掲
レ

ポ
ー
ト

で
は

、
合
理

的
に

連
結
可

能
な

デ
ー
タ

に
当

た
ら
な

い
（
「
個

人
デ

ー
タ

」
に
該

当
し

な
い
）

と
い

う
た
め

に
は

、
①
合

理
的

な
非
識

別
化

措
置
、

②
再

識
別
化

し

な
い

こ
と
の
公

の
約

束
、
③

デ
ー

タ
移
転

を
受

け
る
者

が
再

識
別
化

す
る

こ
と
を

契
約

で
禁
止

、
こ

れ
ら
①

な
い

し
③
の

要
件

全
て
を

満
た

さ
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
、

と
の
厳

格
な

意
見

を

述
べ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
、
法
律
上
、
②
や
③
の
措
置
ま
で
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

●
 

こ
の

よ
う

に
、

日
本
の

法
制

度
は
、

欧
米

と
比
較

し
て

匿
名
化

情
報

の
利
用

に
関

し
て
厳

し
い

規
制
を

設
け

て
い
る

も
の

で
は
な

く
、

個
人
情

報
の

「
保
護

」
と

「
活
用

」
の

バ
ラ
ン

ス

の
観
点
か
ら
、
例
え
ば
「
対
応
表
」
を
廃
棄
す
る
な
ど
、
特
定
個
人
を
識
別
で
き
な
い
よ
う
な
対
応
を
事
業
者
が
施
す
こ
と
に
よ
り
（
欧
米
と
同
様
）
、
属
性
情
報
や
履
歴
情
報
の
利
用
を
図

っ
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
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【
国

際
先

端
テ

ス
ト

 
シ

ー
ト

】
（

輸
出

通
関

官
署

の
自

由
化

）
 

 （
１

）
制

度
比

較
 

国
名

比
較

の
視

点
 

日
本

 
ア

メ
リ

カ
 

Ｅ
Ｕ

 

１
．
輸

出
申

告
先

を

規
定

し
て

い
る

法
令

と
そ

の
内

容
。

 

規
定

が
あ

る
。

 

 
な

お
、

ほ
と

ん
ど

の
輸

出
申

告
は

N
A

C
C

S
（通

関
シ

ス

テ
ム

）
を

利
用

し
て

行
わ

れ
、

実
態

上
は

電
子

化
さ

れ
た

申
告

内
容

が
シ

ス
テ

ム
に

送
信

さ
れ

て
い

る
。

 

（
参

考
）
 

輸
出

申
告

件
数
 
約

1
,4
0
0
万
件
／
年
 

電
子
輸
出
申
告
率
 
約

9
8%
 

 【
関

税
法

第
6
7

条
の

2
第

1
項

】 

輸
出

申
告

は
、
輸
出
の

許
可

を
受

け
る
た

め
に

そ
の

申
告

に
係

る
貨

物
を

入
れ

る
保

税
地

域
等

の
所

在

地
を

所
轄

す
る

税
関

長
に

対
し

て
し

な
け

れ
ば

な

ら
な
い
。
 

 

【
情

報
通

信
技

術
利

用
法

第
3

条
第

1
項

】 

行
政

機
関

等
は

、
申
請

等
の

う
ち

書
面
等

に
よ

り
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

も
の

に
つ

い
て
は

、
当
該
法
令

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、
電

子
情

報
処
理

組
織

を
使

用
し

て
行

わ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

【
電

子
情

報
処

理
組

織
に

よ
る

輸
出

入
等

関
連

業
務

の

処
理

等
に

関
す

る
法

律
第

3
条

第
1

項
】 

N
A

C
C

S
を

使
用

し
て

行
う

申
請

等
に

つ
い

て
は

、

N
A

C
C

S
を

情
報

通
信

技
術

利
用

法
第

3
条

第
1

項

規
定

は
な

い
。

 

な
お

、
輸

出
に

際
し

て
は

、
貨

物
に

関
す

る
情

報

を
輸

出
シ

ス
テ

ム
に

送
信

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
品

名
、

数
量

、
船

積
地

コ
ー

ド
等

が
要

求
さ

れ
て

い
る

。
 

（
参

考
）
 

貨
物

の
検

査
は

貨
物

保
管

場
所

又
は

船
積

地

を
管

轄
す

る
税

関
が

実
施

 

       【
連

邦
規

則
集

第
1
9

巻
第

19
2

条
第

1
4

項
】 

貨
物

を
輸

出
し

よ
う

と
す

る
者

は
、

税
関

・
国

境
取

締
局

(C
u
st

o
m

s 
an

d
 
B

o
rd

er
 
P
ro

te
ct

io
n
)に

対

し
、

電
子

的
に

貨
物

に
関

す
る

情
報

を
送

信
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 

【
連

邦
規

則
集

第
1
9

巻
第

19
2

条
第

1
4

項
】 

輸
出

し
よ

う
と

す
る

者
か

ら
提

出
さ

せ
る

貨
物

に
関

す
る

情
報

は
、

既
に

商
務

省
国

勢
調

査
局

(B
u
re

au
 
o
f 

C
en

su
s)

の
電

子
輸

出
申

告
項

目
に

規
定

が
あ

る
。

 

 
な

お
、

輸
出

申
告

は
通

関
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
て

行
う

こ

と
が

で
き

る
。

 

 

（
参

考
）
 E

U
新

関
税

法
は

未
施

行
。

 

施
行

は
20

14
年

以
降

に
延

長
さ

れ
る

予
定

 

 【
E
U

関
税

法
第

16
1

条
第

5
項

】 

輸
出

申
告

は
、

輸
出

者
所

在
地

、
貨

物
が

包
装

さ
れ

、

又
は

積
出

地
を

管
轄

す
る

税
関

官
署

に
対

し
て

行
わ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

  【
E
U

関
税

法
6
1

条
（
b）

】 

税
関

へ
の

輸
出

入
申

告
は

、
Ｅ

Ｕ
委

員
会

の
監

督
下

に
置

か
れ

た
状

況
で

提
供

さ
れ

た
デ

ー
タ

処
理

技
術

、

又
は

、
税

関
の

権
限

で
認

め
ら

れ
た

デ
ー

タ
処

理
技

術

を
使

っ
て

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

【
E
U

新
関

税
法

10
5

条
第

2
項

】 

欧
州

委
員

会
は

、
規

則
制

定
手

続
き

に
従

い
、

権
限

あ

る
税

関
官

署
、

特
に

以
下

に
示

す
様

々
な

任
務

及
び

責
任

を
定

め
る

た
め

の
措

置
を

採
択

す
る

。
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に
規

定
す

る
電

子
情

報
処

理
組

織
と

み
な

し
て

、
情

報
通

信
技

術
利

用
法

第
3

条
を

適
用

す
る

。
 

含
ま

れ
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
情

報
は

A
E
S 

(A
u
to

m
at

ed
 
E
xp

o
rt

 
Sy

st
em

)を
通

じ
て

税
関

・

国
境

取
締

局
に

も
提

供
さ

れ
て

お
り

貨
物

に
関

す

る
情

報
を

既
に

充
足

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
項

で
は

新
た

に
デ

ー
タ

提
供

を
求

め
な

い
。

 

 【
連

邦
規

則
集

第
1
5

巻
第

30
条

第
1

項
】 

こ
の

法
律

は
、

商
務

省
、

国
務

省
、

国
土

安
全

保

障
省

に
全

て
の

輸
出

し
よ

う
と

す
る

者
に

A
E

Ｓ
を

通
じ

て
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

を
義

務
付

け
る

権

限
を

与
え

る
も

の
で

あ
る

。
 

 【
連

邦
規

則
集

第
1
5

巻
第

30
条

第
6

項
】 

 
A

E
S

に
は

、
輸

出
貨

物
の

品
名

、
数

量
、

価
格

、

船
積

地
等

を
送

信
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(a
) 

搬
出

入
、

輸
出

入
を

所
轄

す
る

税
関

官
署

 

(b
) 

貨
物

を
税

関
手

続
の

下
に

置
く

た
め

の
正

規
手

続

き
を

行
う
税

関
官

署
 

(c
) 

許
可

や
税

関
手

続
の

監
督

を
行

う
税

関
官

署
 

（
E
U

新
関

税
法

実
施

規
則

未
整

備
） 

 

２
．
「

輸
出

申
告

の
手

続
」
に
つ

い
て
、
特
例

措
置

は
設
け

ら
れ
て

い
る

か
。
設
け

ら
れ
て

い
る

場
合
そ

の
内
容

。

輸
出

申
告

先
を

緩
和

す
る

特
例

が
あ

る
。

 

 【
関

税
法

第
6
7

条
の

3】
 

A
E
O
輸
出

者
等

は
、
輸

出
申

告
に

係
る
貨

物
が

置
か

れ
て

い
る

場
所

又
は

当
該

貨
物

を
外

国
貿

易
船

等

に
積

み
込

も
う

と
す

る
開

港
、
税

関
空
港

の
所

在
地

を
所

轄
す

る
税

関
長

に
対

し
て

輸
出

申
告

を
す

る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 （
参

考
）
 

A
E
O

制
度

 

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

と
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
の

体
制

が
整

備
さ

れ
た

事
業

者
に

対
し

て
迅

速
・
簡

素
な

税
関

手
続

を
認

め
る

制
度

 

・
特

定
輸

出
者

（
A

E
O

輸
出

者
） 

特
例

は
な

い
。

 
輸

出
申

告
先

を
緩

和
す

る
特

例
が

あ
る

。
 

 【
E
U

関
税

法
第

76
条

及
び

実
施

規
則

第
28

3
条

】 

ロ
ー

カ
ル

ク
リ
ア

ラ
ン

ス
制

度
に

よ
り

税
関

に
認

定
さ

れ

た
輸

出
者

が
、

輸
出

者
の

施
設

又
は

税
関

が
認

定
し

た
場

所
に

お
い

て
輸

出
手

続
を

行
う

こ
と

を
可

能
と

す

る
。

 

 （
参

考
）
 

ロ
ー

カ
ル

ク
リ
ア

ラ
ン

ス
制

度
 

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
優

れ
て

い
る

等
一

定
の

要
件

を
満

た
し

た

事
業

者
を

税
関

が
認

め
る

制
度
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あ
ら

か
じ

め
税

関
長

の
承

認
を

受
け

た
輸

出
者

 

・
特

定
委

託
輸

出
者

 

貨
物

を
輸

出
し

よ
う

と
す

る
者

で
あ

っ
て

輸
出

通
関

手
続

き
を

認
定

通
関

業
者

に
委

託
し

た
者

 

・
特

定
製

造
貨

物
輸

出
者

 

認
定

製
造

業
者

が
製

造
し

た
貨

物
を

取
得

し
て

輸
出

し

よ
う

と
す

る
者

 

【
E
U

新
関

税
法

第
1
0
6

条
第

1
項

】 

A
E
O

認
定

基
準

の
遵

守
状

況
等

要
件

を
満

た
し

た
輸

出
者

に
対

し
て

は
、

貨
物

所
在

地
に

か
か

わ
ら

ず
、

輸

出
者

所
在

地
を

管
轄

す
る

税
関

官
署

に
申

告
さ

せ
る

こ

と
も

可
能

と
す

る
。

 

（
E
U

新
関

税
法

実
施

規
則

未
整

備
） 

３
．
申

告
時

間
は

限

ら
れ

て
い

る
か

。

開
庁

時
間

の
定

め
が

あ
る

が
、

各
官

署
に

お
け

る
行

政

需
要

に
合

わ
せ

た
開

庁
時

間
を

設
定

し
て

お
り

、
時

間

外
で

も
民

間
事

業
者

の
要

請
に

基
づ

い
て

対
応

し
て

い

る
（
手

数
料

は
不

要
。

）
。
 

 【
関

税
法

第
9
8

条
】 

税
関

官
署

の
開

庁
時

間
以

外
の

時
間

に
お

い
て

、
税

関
の

事
務

の
う

ち
政

令
で

定
め

る
も

の
の

執
行

（
輸

出

の
許

可
等

）
を

求
め

よ
う

と
す

る
者

は
、

あ
ら

か
じ

め
そ

の
旨

を
税

関
長

に
届

け
出

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

税
関

長
は

、
事

務
の

執
行

上
支

障
が

な
い

と
認

め
る

と

き
は

届
出

に
係

る
事

務
を

執
行

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
参

考
１

）
開

庁
時

間
は

、
税

関
官

署
に

お
い

て
事

務
を

取
り

扱

う
時

間
と

し
て

当
該

税
関

官
署

に
お

け
る

事
務

の
種

類
を

勘
案

し
て

税
関

長
が

定
め

て
公

示
し

た
時

間

（
関

税
法

第
19

条
） 

（
参

考
２

）
税

関
官

署
の

開
庁

時
間

は
別

紙
参

照
 

 

開
庁

時
間

外
で

も
情

報
送

信
は

可
能

で
あ

る
。

 

た
だ

し
、

貨
物

検
査

等
の

対
応

は
、

業
務

量
に

応

じ
あ

ら
か

じ
め

税
関

の
通

関
体

制
を

整
備

さ
れ

た

時
間

を
除

き
、
民
間

事
業

者
の

要
請
に

よ
り

対
応
。

 【
連

邦
規

則
集

第
1
9

巻
第

10
1

条
第

6
項

】 

次
の

場
合

を
除

き
、

税
関

・
国

境
取

締
局

事
務

所

は
毎

日
午

前
8

時
3
0

分
か

ら
午

後
5

時
ま

で
を

開
庁

時
間

と
す

る
。

 

・
 

土
曜

日
、

日
曜

日
、

国
民

の
祝

日
 

・
 
地

域
の

事
情

を
勘

案
し

、
税

関
・
国

境
取

締
局

長
官

の
承

認
を

受
け

標
準

執
務

時
間

を
確

保

し
、

開
庁

時
間

を
変

更
し

た
場

合
 

・
 

相
当

な
業

務
量

が
発

生
し

て
い

る
事

務
所

で

税
関

・
国

境
取

締
局

長
官

の
承

認
を

受
け

た
場

合
 

・
 

民
間

事
業

者
の

要
請

を
受

け
た

場
合

 
 

 
 等

 

 （
参

考
）
主

要
港

、
空

港
税

関
の

開
庁

時
間

は
別

紙
参

照
 

 

開
庁

時
間

の
定

め
が

あ
る

が
、
開

庁
時

間
外

は
民

間
事

業
者

の
要

請
に

よ
り

手
数

料
納

付
を
受

け
対

応
。
 

   【E
U

関
税

法
実

施
規

則
第

2
02

条
】 

 
輸

出
入

申
告

は
、

指
定

さ
れ

た
日

と
時

間
の

間
に

行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

申
告

者
か

ら
の

要
請

と
手

数
料

納
付

に
よ

り
、

指
定

さ
れ

た
日

と
時

間
以

外

で
あ

っ
て

も
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 【
E
U

新
関

税
法

第
1
0
5

条
第

1
項

】 

加
盟

国
は

、
税

関
官

署
の

正
規

の
開

庁
時

間
に

つ
い

て
、

交
通

状
況

及
び

貨
物

に
適

用
さ

れ
る

税
関

手
続

を

勘
案

し
、

国
際

的
な

物
流

状
況

を
妨

げ
な

い
よ

う
、

そ

の
開

庁
時

間
を

合
理

的
に

、
か

つ
適

切
に

設
定

す
る

よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
Ｅ

Ｕ
新

関
税

法
実

施
規

則
未

整
備

） 

 （
参

考
）
オ

ラ
ン

ダ
の

主
要

港
、

空
港

税
関

の
開

庁
時

間
は

別
紙

参
照

 

【
⑪

輸
出

通
関

官
署

の
自

由
化

】
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 （
２
）

日
本
の

現
行

規
制
を

維
持

す
る
必

要
性
 

・ 
輸

出
申

告
の

ほ
と

ん
ど

が
N

A
C

C
S

を
利

用
し

た
電

子
申

告
と

な
っ

て
お

り
、

シ
ス

テ
ム

で
一

元
的

に
処

理
さ

れ
て

い
る

が
、

一
定

の
申

告
に

つ
い

て
は

追
加

的
な

書
類

提
出

や
実

際

の
貨

物
確

認
が

必
要

と
な

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
に

迅
速

に
対

応
す

る
た

め
、

貿
易

港
（1

20
）や

国
際

空
港

（2
9）

等
の

貨
物

が
所

在
す

る
地

域
の

税
関

官
署

に
お

い
て

集
約

し
て

処
理

さ

れ
て

い
る

。
仮

に
、

実
際

の
物

流
に

関
わ

ら
ず

輸
出

者
の

そ
の

時
々

の
選

択
で

異
な

る
官

署
に

申
告

さ
れ

た
場

合
、

貨
物

の
確

認
に

支
障

を
来

す
こ

と
や

、
業

務
量

の
予

測
に

基
づ

く

適
切

な
職

員
配

置
が

事
実

上
不

可
能

と
な

る
と

い
っ

た
問

題
が

生
じ

、
か

え
っ

て
非

効
率

と
な

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

 

・ 
A

E
O

制
度

に
基

づ
く

特
定

輸
出

申
告

（（
1）

2.
参

照
）に

つ
い

て
は

、
申

告
先

官
署

を
貨

物
の

あ
る

場
所

と
積

出
港

の
い

ず
れ

か
か

ら
選

択
可

能
で

あ
る

他
、

運
送

途
中

の
申

告
が

可

能
で

あ
る

な
ど

利
便

性
が

高
い

制
度

と
な

っ
て

い
る

が
、

貨
物

の
検

査
が

必
要

と
な

る
場

合
に

実
際

の
物

流
を

阻
害

す
る

こ
と

な
く

検
査

を
行

う
こ

と
が

可
能

な
税

関
官

署
に

対
し

、
貨

物

情
報

が
タ

イ
ム

リ
ー

か
つ

確
実

に
伝

達
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 

・ 
な

お
、

米
国

で
は

、
輸

出
者

は
行

政
機

関
の

シ
ス

テ
ム

に
輸

出
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
送

信
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

そ
の

際
、

貨
物

の
あ

る
場

所
を

管
轄

す
る

税
関

官
署

を
明

示
的

に
指

定
す

る
必

要
は

な
い

。
た

だ
し

、
シ

ス
テ

ム
上

で
処

理
が

完
結

す
る

場
合

を
除

き
、

貨
物

の
あ

る
場

所
を

管
轄

す
る

税
関

官
署

が
審

査
・検

査
を

行
っ

て
い

る
。

 

  （
３

）
規

制
の

廃
止

・
見

直
し

を
検

討
す

る
に

当
た

り
留

意
す

べ
き

と
考

え
る

点
 

・ 
こ

れ
ま

で
官

民
協

同
で

物
流

の
効

率
化

、
迅

速
化

に
努

め
て

き
た

と
こ

ろ
、

特
に

船
舶

や
飛

行
機

の
入

出
港

を
含

め
輸

出
入

を
幅

広
く

処
理

す
る

N
A

C
C

S
シ

ス
テ

ム
は

、
貿

易
に

関

係
す

る
幅

広
い

民
間

事
業

者
と

多
く

の
官

公
庁

が
参

加
す

る
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
と

な
っ

て
お

り
、

現
在

も
さ

ら
に

効
率

的
で

使
い

勝
手

の
良

い
シ

ス
テ

ム
の

実
現

を
目

指
し

て
改

善

を
続

け
て

い
る

。
 

・ 
現

在
、

平
成

29
年

度
に

更
改

さ
れ

る
予

定
の

新
N

A
C

C
S

に
お

い
て

通
関

関
係

書
類

を
原

則
と

し
て

全
て

電
子

化
（
完

全
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

）す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

こ
れ

が
実

現
す

る
こ

と
に

よ
り

貿
易

関
係

者
が

書
類

を
紙

で
提

出
す

る
必

要
が

な
く

な
る

と
と

も
に

、
輸

出
者

が
ど

こ
に

申
告

す
る

か
を

意
識

す
る

必
要

の
な

い
制

度
の

構
築

が
可

能
と

な
る

。
 

・ 
A

E
O

制
度

に
基

づ
く

特
定

輸
出

申
告

に
つ

い
て

は
迅

速
に

処
理

さ
れ

て
い

る
が

、
仮

に
今

す
ぐ

に
輸

出
通

関
官

署
の

自
由

化
を

行
っ

た
と

し
て

も
、

民
民

間
の

契
約

書
や

物
資

所
管

省
庁

等
が

発
給

す
る

証
明

書
等

、
紙

で
や

り
取

り
さ

れ
て

い
る

ド
キ

ュ
メ

ン
ト
を

必
要

な
場

合
に

税
関

に
持

ち
込

む
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
輸

出
者

の
メ

リ
ッ

ト
は

き
わ

め
て

限
定

的
な

も

の
と

な
る

。
そ

の
た

め
、

輸
出

通
関

官
署

の
自

由
化

よ
り

も
こ

れ
ら

通
関

関
係

書
類

の
電

子
化

を
進

展
さ

せ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

・
 

な
お

、
国

際
物

流
に

関
す

る
制

度
の

改
正

等
を

行
う

場
合

、
輸

出
入

申
告

等
の

大
宗

は
実

際
に

は
輸

出
者

か
ら

依
頼

を
受

け
た

通
関

業
者

が
行

っ
て

い
る

ほ
か

、
船

社
、

航
空

会

社
、

港
湾

・空
港

の
管

理
者

や
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
、

倉
庫

、
運

送
等

の
幅

広
い

事
業

者
に

直
接

関
係

す
る

事
項

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

関
係

す
る

官
公

庁
だ

け
で

な
く

、
こ

う
し

た
関

連
事

業
者

の
意

見
を

十
分

に
聴

取
し

て
全

体
最

適
を

実
現

す
る

必
要

が
あ

る
。
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【
⑫

 
市

外
局

番
（

０
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
）

取
得

に
係

る
品

質
要

件
の

見
直

し
】

 

 

 
 ⑫

 
市

外
局

番
（

０
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
）

取
得
に

係
る

品
質

要
件

の
見

直
し

 

 （
１

）
制

度
比

較
 

国
名

比
較

の
視

点
 

日
本

 
フ

ラ
ン

ス
 

米
国

 

１
（
１
）
 

固
定

電
話

に
つ

い
て

通
話

品
質

に
係

る
基

準
が
存

在
す
る

か
。

 

あ
り
 

あ
り
 

（
郵
便
・
電

子
通

信
法
典
（

法
律

の
部

）

第
L
33
-
1
条

及
び

第
D9
8
-4

条
の

規
定

に
基
づ
き

、
品
質

の
条
件

が
課

さ
れ
て

い
る
。
）
 

な
し
 

１
（
２
）
 

上
記

（
１

）
の

基
準

は
、
ア

ナ
ロ
グ

電
話

と
Ｉ

Ｐ
電

話
を

区

別
し

て
設

け
て

い

る
か
。
 

あ
り
 

あ
り
 

（
上
記
条

件
は
、
同
法
典
（
デ

ク
レ
の

部
）
第

D
9
8
-
4
条
の
規

定
に

基
づ
き

、

国
際

電
気

通
信

連
合

（
I
T
U
）

や
欧

州

電
気

通
信

標
準

化
機

関
（

ET
S
I
）
の

定

め
る

各
標

準
と

同
等

の
水

準
と

さ
れ

て
い
る
。
こ
れ

ら
標
準

は
、
各

種
の
電

気
通

信
サ

ー
ビ

ス
ご

と
に

存
在

し
て

い
る
。
）
 

な
し
 

２
．
 

上
記

１
（

１
）

で
基

準
が

存
在

す
る

 
場

合
に

は
、

当
該

基
準

の
内
容

。
 

上
記

１
（

２
）

で
区

別
し

た
基

準
が

存
在

す
る

場
合

に
は

、
そ

ア
ナ

ロ
グ

固
定

電
話

 
ア

ナ
ロ

グ
電

話
相

当
の

機

能
を

有
す

る
ＩＰ

電
話

 

左
記

以
外

の
ＩＰ

電
話

 
－
 

－
 

（
通

話
品

質
）
 

端
末

～
交

換
設

備
間

の
、

送

話
ラ

ウ
ド

ネ
ス

定
格

は
1
5
d
B

以
下

で
、

受
話

ラ
ウ

ド
ネ

ス
定

格
は

6
d
B

以
下

（
３

４
条

）
 

－
 

－
 

・
受
話

信
号

レ
ベ

ル
は

-
2
5
d
B
m
以

上

か
つ

-
1
0d
Bm

以
下

 

・
雑
音
レ

ベ
ル

は
-
5
0
d
B
m
O
p
以
下
 

・
信

号
対

雑
音

比
は

3
0
d
B
以

上
 

・
伝

送
に

よ
る

音
声

信
号

の
減

衰
は

6
d
B
以

上
か

つ
1
0
d
B
以

下
 

な
し
 

国際先端テストシート（総務省回答） 
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【
⑫

 
市

外
局

番
（

０
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
）

取
得

に
係

る
品

質
要

件
の

見
直

し
】

 

 

 
 

れ
ぞ

れ
の

基
準

の
内

容
 

（
日

本
の

「
ア

ナ
ロ

グ
固

定
電

話
」
列

の
（
 

）
内

は

事
業

用
電

気
通

信
設

備

規
則

、
「
左

記
以

外
の

ＩＰ

電
話

」
列

の
（
 

）
内

は
電

気
通

信
番

号
規

則
）
 

 ※
総

務
省

注
：

 
上

記

は
、

い
ず

れ
も

、
「
事

業

用
電

気
通

信
設

備
規

則
」
の

条
項

の
誤

り
で

あ

る
。

 

・
エ
コ
ー

キ
ャ
ン

セ
ラ
が

使
用

さ
れ
た

I
P

電
話

の
送

話
エ

コ
ー

減
衰

は

5
5
d
B（

遅
延

が
常

に
5
0m
s
以

下
で

あ
る
場
合

、
3
5
d
B
）
 

[
E
T
SI

 
ES

 
20
2
 
7
65

-
2 

V
1.
1
.
4
] 

（
接

続
品

質
）
 

・
発

呼
信

号
を

受
信

し
た

後
、

選
択

信
号

を
受

信
可

能
と

な
る

ま
で

の
時

間
が

３
秒

以

上
と

な
る

確
率

が
０

．
０

１
以

下
（
３

５
条

１
号

）
 

 －
 

 

 －
 

 

ダ
イ
ヤ
ル

終
了

後
、
呼

出
音
又

は
和
中

音
を

得
受

信
す

る
ま

で
の

時
間

は
、

2
.
9
秒

以
下
（
フ

ラ
ン

ス
規

制
機

関
の

勧
告
）
 

[
E
T
SI

 
ES

 
20
2
 
7
65

-
2 

V
1.
1
.
4
] 

[
E
T
SI

 
EG

 
20
2
 
0
57

-
2]
 

な
し
 

・
呼

が
損

失
と

な
る

確
率

が

０
．

１
５

以
下

 
（

３
５

条
２

号
）
 

・
同

左
（
３

５
条

の
１

０
、

１

項
）
 

－
 

呼
損
率

は
1
0％

か
ら

2
0％

ま
で
の
間

で
定

め
ら

れ
る

値
を

超
過

し
な

い
こ

と
 

[
I
T
U-
T
勧

告
E
.
8
45
] 

な
し
 

・
国

際
電

話
を

発
信

す
る

場

合
は

、
呼

が
損

失
と

な
る

確

率
が

０
．

１
以

下
（
３

５
条

３

号
）
 

・
同

左
（
３

５
条

の
１

０
、

１

項
）
 

－
 

呼
損
率

は
1
0％

か
ら

2
0％

ま
で
の
間

で
定

め
ら

れ
る

値
を

超
過

し
な

い
こ

と
 

[
I
T
U-
T
勧

告
E
.
8
45
] 

な
し
 

・
国

際
電

話
を

受
信

す
る

場

合
は

、
呼

が
損

失
と

な
る

確

率
が

０
．

１
１

以
下

（
３

５
条

４

号
）
 

・
同

左
（
３

５
条

の
１

０
、

１

項
）
 

－
 

呼
損
率

は
1
0％

か
ら

2
0％

ま
で
の
間

で
定

め
ら

れ
る

値
を

超
過

し
な

い
こ

と
 

[
I
T
U-
T
勧

告
E
.
8
45
] 

な
し
 

・
呼

出
音

を
通

知
す

る
ま

で
が

３
０

秒
以

下
（
３

５
条

５
号

）
 

・
同

左
（
３

５
条

の
１

０
、

１

項
）
 

－
 

呼
出

音
を

通
知

す
る

ま
で

の
時

間
が

3
0
秒

を
超

え
る

場
合

に
は
、

呼
が
損

失
し
た
も

の
と

み
な
す
 

[
E
T
SI

 
EG

 
20
1
 
7
69

 
V1

.
1.
2
] 

な
し
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【
⑫

 
市

外
局

番
（

０
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
）

取
得

に
係

る
品

質
要

件
の

見
直

し
】

 

 

 
 

－
 

（
総

合
品

質
）
 

・
総

合
音

声
伝

送
品

質
の

値
を

８
０

超
（
３

５
条

の
１

１
）
 

（
総

合
品

質
）
 

・
総

合
音

声
伝

送
品

質
の

値
を

５
０

超
（

別
表

第

二
１

２
）
 

※
総

務
省

注
：
 

「
別

表

第
二

１
２

」
と

あ
る

の

は
、

「
３

６
条

の
５

」
の

誤

り
で

あ
る

。
 

総
合
音
声

伝
送

品
質
の

値
は

、
ベ
ス

ト

エ
フ
ォ
ー

ト
で

は
50

超
、
ア

ナ
ロ
グ

電
話

や
IS
D
N
と

同
等

の
I
P
電

話
で

は

8
0
超

 

[
E
T
SI

 
TS

 
10
1
 
3
29

-
2 

V
2.
1
.
3
] 

 

な
し
 

－
 

・
端

末
設

備
等

相
互

間
の

平
均

遅
延

の
値

を
1
5
0

ミ
リ

秒
未

満
（
３

５
条

の
１

１
）
 

・
端

末
設

備
等

相
互

間
の

平
均

遅
延

の
値

を
4
0
0

ミ
リ

秒
未

満
（

別
表

第

二
１

２
）
 

※
総

務
省

注
：
 

「
別

表

第
二

１
２

」
と

あ
る

の

は
、

「
３

６
条

の
５

」
の

誤

り
で

あ
る

。
 

端
末

設
備

相
互

間
の

平
均

遅
延

の
値

は
15

0
ミ

リ
秒

未
満

 

[
E
T
SI

 
ES

 
20
2
 
7
65

-
2 

V
1.
1
.
4
] 
 

[
I
T
U-
T
勧

告
G
.
1
14
] 

な
し
 

－
 

（
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

品
質

）
 

・
パ

ケ
ッ

ト
転

送
の

平
均

遅
延

時
間

の
値

を
7
0

ミ
リ

秒
以

下
（
３

５
条

の
１

２
）
 

－
 

パ
ケ

ッ
ト

転
送

の
平

均
遅

延
時

間
の

値
は
、
通

常
品

質
で
は

4
0
0
ミ
リ
秒

、

高
品

質
で

は
1
0
0
ミ

リ
秒

 

[
I
T
U-
T
勧

告
Y
.
1
54
1
] 

な
し
 

－
 

・
パ

ケ
ッ

ト
転

送
の

平
均

遅
延

時
間

の
揺

ら
ぎ

の
値

を
2
0

ミ
リ
秒

以
下

（
３

５
条

の
１

２
）
 

－
 

パ
ケ

ッ
ト

転
送

の
平

均
遅

延
時

間
の

揺
ら
ぎ
の

値
は

5
0
ミ
リ
秒
 

[
I
T
U-
T
勧

告
Y
.
1
54
1
] 

な
し
 

－
 

・
パ

ケ
ッ

ト
損

失
率

の
値

を

0
.1

％
以

下
（
３

５
条

の

－
 

パ
ケ

ッ
ト

損
失

率
の

値
は

0
.1

％
以

下
 

な
し
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【
⑫

 
市

外
局

番
（

０
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
）

取
得

に
係

る
品

質
要

件
の

見
直

し
】

 

 

 
 

１
２

）
 

[
I
T
U-
T
勧

告
Y
.
1
54
1
] 

－
 

（
安

定
品

質
）
 

ア
ナ

ロ
グ

電
話

用
設

備
を

介
し

て
提

供
さ

れ
る

音
声

伝
送

役
務

と
同

等
の

安

定
性

が
確

保
（
３

５
条

の
１

３
）
 

－
 

な
し
 

な
し
 

（
緊

急
通

報
）
 

・
管

轄
の

緊
急

通
報

受
理

機

関
へ

接
続

す
る

機
能

（
３

５

条
の

２
、

１
号

）
 

（
緊

急
通

報
）
 

・
同

左
（
３

５
条

の
１

４
）
 

 －
 

警
察
、
消

防
等
へ

の
緊
急

通
報

の
無
償

提
供
（
通

報
者
の

位
置
情

報
の

無
償
提

供
を
含
む

）
 

[
郵

便
・
電

子
通

信
法

典
（

法
律

の
部

）

第
L3

3
-1

条
] 

[
郵
便

・
電

子
通

信
法

典
（
デ

ク
レ
の

部
）
第

D
9
8-
8
条
] 

緊
急

機
関

の
た

め
の

緊
急

通

報
受

理
機

関
へ

の
接

続
（

公

衆
網

と
接

続
す

る
広

帯
域

の

I
P
電

話
に

つ
い

て
は

、
位

置

情
報

等
の

伝
達

を
含

む
）

[
C
F
R
 T
i
tl

e
 4
7
 P
ar

t
 9
]ほ

か
  

・
発

信
者

の
位

置
情

報
等

を

通
知

す
る

機
能

（
３

５
条

の

２
、

２
号

）
 

・
同

左
（
３

５
条

の
１

４
）
 

－
 

警
察
、
消

防
等
へ

の
緊
急

通
報

の
無
償

提
供
（
通

報
者
の

位
置
情

報
の

無
償
提

供
を
含
む

）
 

[
郵

便
・
電

子
通

信
法

典
（

法
律

の
部

）

第
L3

3
-1

条
] 

[
郵
便

・
電

子
通

信
法

典
（
デ

ク
レ
の

部
）
第

D
9
8-
8
条
] 

緊
急

機
関

の
た

め
の

緊
急

通

報
受

理
機

関
へ

の
接

続
（

公

衆
網

と
接

続
す

る
広

帯
域

の

I
P
電

話
に

つ
い

て
は

、
位

置

情
報
等
の

伝
達

を
含
む

）
 

[
C
F
R
 T
i
tl

e
 4
7
 P
ar

t
 9
]ほ

か
 

・
回

線
を

保
留

ま
た

は
呼

び

返
し

等
を

行
う

機
能

（
３

５
条

の

２
、

３
号

）
 

・
同

左
（
３

５
条

の
１

４
）
 

－
 

な
し
 

な
し
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【
⑫

 
市

外
局

番
（

０
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
）

取
得

に
係

る
品

質
要

件
の

見
直

し
】

 

 

 
 

（
災

害
時

優
先

通
信

の
 

優
先

的
取

扱
い

）
 

・
災

害
時

に
他

の
通

信
を

制

限
し

、
又

は
停

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
（
３

５
条

の
２

の
２

、
１

項

１
号

）
 

（
災

害
時

優
先

通
信

の
 

優
先

的
取

扱
い

）
 

・
同

左
（
３

５
条

の
１

４
）
 

  －
 

な
し
 

な
し
 

・
災

害
時

優
先

通
信

を
識

別

す
る

た
め

の
信

号
を

付
し

、
当

該
信

号
に

よ
り

災
害

時
優

先

通
信

を
識

別
で

き
る

（
３

５
条

の
２

の
２

、
１

項
２

号
）
 

・
同

左
（
３

５
条

の
１

４
）
 

－
 

な
し
 

な
し
 

（
異

な
る

電
気

通
信

番
号

の

送
信

防
止

）
 

利
用

者
に

付
与

し
た

電
気

通

信
番

号
に

つ
い

て
、

当
該

利

用
者

の
発

信
に

係
る

電
気

通

信
番

号
と

異
な

る
番

号
を

電

話
機

又
は

他
の

電
気

通
信

事
業

者
に

送
信

し
な

い
よ

う

必
要

な
措

置
を

講
じ

る
（
３

５

条
の

２
の

２
）
 

（
異

な
る

電
気

通
信

番
号

の
送

信
防

止
）
 

同
左

（
３

５
条

の
１

５
）
 

  －
 

な
し

 
誤

っ
た

発
信

者
識

別
情

報
ま

た
は

誤
認

し
や

す
い

発
信

者

識
別

情
報

を
送

信
し

て
は

な

ら
な
い
。
 

[
C
F
R 

T
it

l
e 
4
7
 
Pa

r
t 

6
4]
 

３
．
 

上
記

２
の

基
準

の
担

保

手
段
 

（
日

本
の

「
ア

ナ
ロ

グ
固

定
電

話
」
列

の
（
 

）
内

は

・
自

己
確

認
後

、
使

用
前

に

総
務

大
臣

に
届

出
（
4
2

条

1
項

、
3

項
）
 

（
不

届
出

又
は

虚
偽

の
届

出

は
罰

金
刑

対
象

（
1
8
8

条
1

同
左

 
・
0
50

番
号

を
取

得
す

る

た
め

の
要

件
を

確
認

で
き

る
事

項
を

記
載

し
た

申
請

書
と

総
務

大
臣

に
提

出

（
1
5

条
1

項
、

2
項

6
号

）

事
業
者
は

、
品
質

の
指
標

の
値

を
計
測

す
る
。
 

電
子
通
信
・
郵

便
規
制

機
関

は
、
品
質

の
計

測
方

法
に

つ
い

て
の

証
明

を
要

求
す
る
こ

と
が

で
き
る

。
 

緊
急

通
報

に
係

る
通

信
網

・

設
備

に
つ

い
て

分
析

し
、

そ

の
冗

長
性

、
強

靭
性

及
び

信

頼
性

に
関

し
て

詳
細

に
報

告

す
る
。
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【
⑫

 
市

外
局

番
（

０
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
）

取
得

に
係

る
品

質
要

件
の

見
直

し
】

 

 

 
 電

気
通

信
事

業
法

、
「
左

記
以

外
の

ＩＰ
電

話
」
列

の
（
 

）
内

は
電

気
通

信

番
号

規
則

）
 

号
）
）
 

・
総

務
大

臣
に

よ
る

技
術

基

準
適

合
命

令
（
4
3

条
1

項
）

（
違

反
は

罰
金

刑
対

象

（
1
86

条
3

号
）
） 

・
要

件
を

満
た

さ
な

く
な

っ

た
場

合
は

番
号

の
指

定

取
消

（
1
9

条
1

項
） 

[
郵
便

・
電

子
通

信
法

典
（
デ

ク
レ
の

部
）
第

D
9
8-
4
条
] 

電
子
通
信
・
郵

便
規
制

機
関

は
、
違
反

に
つ
い
て

処
罰

す
る
こ

と
が

で
き
る
。

[
郵

便
・
電

子
通

信
法

典
（

法
律

の
部

）

第
L3
6
-1
1
条

]
 

［
C
FR
 T
it
l
e 
4
7
 P
ar
t
 1
2］

 

 （
２

）
日

本
の

現
行

規
制

を
維

持
す

る
必

要
性

 

○
 
通
信
の
確
保
 

 
 
我
が
国
の
情
報

通
信
イ
ン
フ
ラ
で
は
、
年
々
、
回
線
容
量
が
増
強
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
流
通
す
る
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
も
増
加
し
て
い
る
。
 

 
 
そ

う
し

た
中

、
良

好
な

通
信

環
境

を
維

持
す

る
た

め
、

総
務

省
及

び
各

事
業

者
と

も
さ

ま
ざ

ま
な

方
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

例
え

ば
、

高
精

細

の
動
画
像
伝
送
等
の
大
容
量
デ
ー
タ
が
多
く
伝
送
さ
れ
た
場
合
に
は
、
I
P
電
話
に
よ
っ
て
は
そ
の
品
質
が
大
き
く
変
動
し
、
つ
な
が
ら
な
い
、
会
話
が
切
れ
る
等
の
問

題
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
 

 
 
こ
の
た
め
、
我
が
国
の
現
行
制
度
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
同
等
の
品
質
が
確
保
さ
れ
る

I
P
電
話
に
つ
い
て
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
同
じ
体
系
の
電
話
番
号
（
0
3
や

0
6
等
の
市
外
局
番
で
は
じ
ま
る
も
の
。
通
信
業
界
で
は
、
0
A
B
～
J
番
号
と
呼
称
。
）
を
割
り
当
て
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
提
供
の
た
め
、
各
事
業
者
は
さ
ま
ざ
ま

な
技
術
を
用
い
て
一
定
の
通
信
品
質
を
維
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
 

 
 
仮
に
、
0
A
B
～
J
番
号
の

I
P
電
話
の
品
質
要
件
を
廃
止
等
し
た
場
合
に
は
、
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
混
雑
す
る
時
間
帯
や
、
将
来
的
に
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
環
境
の
変
化
し
た

場
合
に
お
い
て
、
I
P
電
話
に
よ
る
通
信
品
質
が
適
切
に
確
保
さ
れ
ず
、
支
障
の
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
 

 
 

な
お

、
仮

に
0
A
B
～

J
番

号
の

品
質

要
件

を
満

足
で

き
な

い
I
P
電

話
で

あ
っ

て
も

、
実

際
の

使
用

に
た

え
る

品
質

の
も

の
に

つ
い

て
は

、
0
5
0
番

号
の

使
用
を
認
め

て
お
り
、
利
用
者
に
不
都
合
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
 

 ○
 
識
別
性
の
確
保
 

 
 
我
が
国
の

0
A
B
～
J
番
号
の

I
P
電
話
は
、
品
質
、
緊
急
通
報
の
利
用
、
故
障
又
は
損
壊
の
対
策
等
の
点
に
お
い
て
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
同
等
性
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
保
証
の
な
い

0
5
0
番
号
の

I
P
電
話
と
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
こ
の
た
め
、
多
く
の
利
用
者
は
、
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
当
た
っ
て
 

「
雑
音
は
ど
の
程
度
か
」
（
0
5
0
番
号
の

I
P
電
話
は
、
利
用
者
の
回
線
に
よ
り
、
品
質
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
）
、
 

「
F
A
X
が
使
用
で
き
る
か
ど
う
か
」
（
0
5
0
番
号
の

I
P
電
話
は
、
基
本
的
に

F
A
X
の
利
用
が
保
証
さ
れ
な
い
。
）
、
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【
⑫

 
市

外
局

番
（

０
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
）

取
得

に
係

る
品

質
要

件
の

見
直

し
】

 

 

 
 

「
緊
急
通
報
が
利

用
で
き
る
か
ど
う
か
」
（
0
5
0
番
号
の

I
P
電
話
は
、
基
本
的
に
緊
急
通
報
が
利
用
で
き
な
い
。
）
、
 

「
故
障
等
の
点
で

劣
悪
で
な
い
か
」
（
0
5
0
番
号
の

I
P
電
話
は
、
事
業
者
の
設
備
に
停
電
対
策
の
義
務
が
な
い
等
、
0
A
B
～
J
番
号
と
差
が
あ
る
。
）
 

等
の
迷
い
を
持
つ

こ
と
な
く
、
単
に
電
話
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
適
切
な

I
P
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

し
か

し
な

が
ら

、
0
A
B
～

J
番

号
と

0
5
0
番

号
と

の
区

別
が

失
わ

れ
た

場
合

に
は

、
利

用
者

の
一

人
一

人
が

あ
ま

た
あ

る
I
P
電

話
サ

ー
ビ

ス
の

機
能

的
な
差
違
を
比

較
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 
す
な
わ
ち
、
I
P
電
話
の
番
号
に
よ
る
識
別
性

が
損
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
消
費
者
は
提
供
事
業
者
・
提
供
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
複
雑
な
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
品
質
要
件
の
廃
止
等
は
適
切
で
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（

例
え
ば
、
品
質
要
件
を
廃
止
等
し
た
場
合
に
は
、
低
い
品
質
の
サ
ー
ビ
ス
が
高
い
品

質
の
サ
ー
ビ
ス
と
混
在
す
る
た
め
、
あ
ま
り
知
識
の
な
い
お
年
寄
り
等
が
誤
っ
て
低
い
品
質
の

I
P
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
問
題
が
頻
発
す
る
。
）
 

 ○
 
品
質
要
件
の
廃
止
等
の
必
要
性
の
欠
如
 

 
 
我
が
国
で
は
、
既
に
、
高
い
品
質
で
あ
る

0
A
B
～
J
番
号
の

I
P
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
比
較
的
低
コ
ス
ト

で
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
品
質
を
度
外
視
し

て
よ
り
低
い
コ
ス
ト
を
志
向
す
る
利
用
者
に
と
っ
て
も

0
5
0
番
号
の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
こ

う
し

た
状

況
下

に
あ

っ
て

、
我

が
国

で
品

質
要

件
の

廃
止

等
が

必
要

と
な

る
理

由
が

明
ら

か
で

は
な

い
。

第
７

回
規

制
改

革
会

議
の

資
料

２
－

２
で

は
、

固
定

電

話
サ

ー
ビ

ス
の

市
場

が
縮

小
し

て
い

る
こ

と
を

挙
げ

て
い

る
が

、
こ

れ
は

、
利
用

者
に

と
っ

て
よ

り
便

利
な

移
動

電
話
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

に
伴

う
結

果
と

し
て

固
定

電

話
が
減
少
し
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
り
、
I
P
電

話
の
品
質
に
起
因
す
る
問
題
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
固
定
電
話
契
約
数
の
減
少
は
世
界
的
な
傾
向
で

あ
り

、
我

が
国

の
み

な
ら

ず
、

例
え

ば
ド

イ
ツ

、
フ

ラ
ン

ス
、

イ
ギ

リ
ス

、
イ
タ

リ
ア

、
ス

ペ
イ

ン
、

オ
ラ

ン
ダ

、
ベ
ル

ギ
ー

、
ス

イ
ス

、
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
、

米
国

、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

中
国

と
い

っ
た

主
要

各
国

に
お

い
て

も
同

じ
状

況
と

な
っ

て
い

る
※
。

し
た

が
っ

て
、

0
A
B
～

J
番

号
の

品
質

要
件

が
理

由
と

な
っ

て
固

定
電

話
の

市
場
が
縮
小
し
て
い
る
と
判
断
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
 

※
「
W
o
r
l
d
 
T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
/
I
C
T
 
I
n
d
i
c
a
t
o
r
s
 
D
a
t
a
b
a
s
e
 
-
 
1
6
t
h
 
e
d
i
t
i
o
n
 
2
0
1
2
」
(
I
T
U
)
に
よ
る
直
近
の
統
計
 

 
 
ま
た
、
我
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
品
質
確
保
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
実
現
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
戦
略
分
野
の
育
成
の
観
点
で
も
、
I
P
電
話
の
品
質

要

件
の
廃
止
等
が
必
要
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
 

 （
３

）
規

制
の

廃
止

・
見

直
し

を
検

討
す

る
に

当
た
り

留
意

す
べ

き
と

考
え

る
点

 

○
 
国
際
先
端
テ
ス
ト
の
「
検
討
の
視
点
」
 

a
.
 
諸
外
国
と
比
べ
て
一
般
的
な
規
制
か
ど
う
か
。
 

 
 
 
我
が
国
は
、
世
界
で
最
も

I
P
電
話
が
発
展
し
て
い
る
国
の
一
つ
で
も
あ
り
、
普
及
の
早
期
か
ら

I
P
電
話
に
電
話
番
号
の
使
用
を
認
め
る
な
ど
、
制
度
面
で
諸
外

国
よ
り
も
先
行
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
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【
⑫

 
市

外
局

番
（

０
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
）

取
得

に
係

る
品

質
要

件
の

見
直

し
】

 

 

 
  

 
 
こ
の
た
め
、
諸
外
国
と
単
純
な
比
較
は
し
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
米
国
の
よ
う
に

I
P
電
話
の
規
制
が
著
し
く
緩
い
国
は
あ
る
も
の
の
、
比
較
的
我
が
国
に
近

い
発
展
状
況
に

あ
る
国
と
は
大
き
な
差
違
が
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
 

 

b
.
 
諸
外
国
に
比
べ

て
過
重
な
水
準
を
求
め
て
い
な
い
か
。
 

 
 
 
基
本
的
に
、
我
が
国
で
は
多
く
の
要
件
を
国
際
標
準
に
基
づ
い
て
設
定
し
て
い
る
た
め
、
同
様
に
国

際
標
準
を
基
礎
と
す
る
諸
外
国
と
ほ
ぼ
同
様
の
水
準
に
あ
る
。
 

 
 
 

た
だ

し
、

災
害

に
関

す
る

要
件

や
異

な
る

電
気

通
信

番
号

の
送

信
防

止
等

、
我

が
国

に
特

有
の

事
情

に
鑑

み
て

盛
り

込
ま

れ
た

要
件

も
あ

る
が

、
こ

れ
ら

は
社

会

的
要
請
に
基
づ
き
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
度
な
要
件
と
は
言
え
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
 

 
 
 
な
お
、
I
P
電
話
に
関
す
る

国
際

電
気
通

信
連

合
（

I
T
U
）
の

報
告

※
で

も
、

日
本

に
つ

い
て

は
「

最
小

限
度

の
規

制
」
（

m
i
n
i
m
a
l
 
r
e
g
u
l
a
t
i
o
n
）

と
記

さ
れ

て
い

る
。
 

※
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
i
t
u
.
i
n
t
/
o
s
g
/
s
p
u
/
n
i
/
v
o
i
c
e
/
p
a
p
e
r
s
/
F
o
V
-
V
o
I
P
-
B
i
g
g
s
-
D
r
a
f
t
.
p
d
f
 

 

c
.
 
諸
外
国
と
の
相
互
性
・
互
換
性
の
あ
る
基
準
・
認
証
と
な
っ
て
い
る
か
。
 

 
 
 
端
末
設
備
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
と
相
互
性
・
互
換
性
の
あ
る
基
準
・
認
証
と
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
相
互
認
証
制
度
が
存
在
し
て
い
る
。
 

 
 
 
端
末
設
備
以
外
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
に
相
互
性
・
互
換
性
の
あ
る
基
準
・
認
証
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 
 
 
し
か
し
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
関
係
の
国
際
標
準
が
存
在
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
一
定
の
相
互
性
・
互
換
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
 

 

d
.
 
諸
外
国
と
比
べ
て
手
続
や
費
用
が
簡
素
・
適
正
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
。
 

 
 
 
上
記
の
よ
う
に
、
過
剰
な
水
準
の
要
求
等
は
な
い
こ
と
か
ら
、
手
続
や
費
用
の
点
で
も
特
段
の
問
題
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
 

 

e
.
 
規
制
の
目
的
は
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
別
の
方
法
に
よ
り
達
成
で
き
な
い
か
。
 

 
 
 

我
が

国
の

制
度

は
、

戦
略

分
野

の
育

成
の

重
要

性
に

鑑
み

、
新

た
な

技
術

の
導

入
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

制
度

と
な

っ
て

い
る

。
具

体
的

に
は

、
規

制
の

目
的

を

達
成
で
き
る
な
ら
ば
、
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
別
に
承
認
で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
 

 

f
.
 
日
本
及
び
諸
外
国
の
既
存
制
度
を
超
え
た
新
た
な
ル
ー
ル
・
制
度
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。
 

 
 
 

電
気

通
信

分
野

で
は

、
国

際
標

準
に

基
づ

き
国

内
基

準
を

設
定

し
又

は
国

際
標

準
を

参
照

す
る

こ
と

が
通

常
で

あ
り

、
各

国
の

関
係

制
度

は
、

必
然

的
に

国
際

標

準
に
即
し
て
改
め
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
 
 
す
な
わ
ち
、
各
国
の
既
存
制
度
を
超
え
た
新
た
な
ル
ー
ル
・
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
際
標
準
の
検
討
の
場
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
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【
⑫

 
市

外
局

番
（

０
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
）

取
得

に
係

る
品

質
要

件
の

見
直

し
】

 

 

 
 ○

 
各
国
ご
と
の
電

話
番
号
体
系
の
違
い
 

 
 
例

え
ば

、
米

国
で

は
、

固
定

電
話

と
携

帯
電

話
に

用
い

る
電

話
番

号
を

区
別

せ
ず

、
同

じ
番

号
帯

を
使

用
し

て
お

り
、

利
用

者
は

居
住

地
と

異
な

る
地

域
の

電
話

番

号
を
使
用
可
能
で
あ
る
。
 

 
 
一
方
で
、
電
話
番
号
に
よ
っ
て
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
種
別
や
地
域
・
品
質
等
を
識
別
可
能
な
我
が
国
の
電
話
番
号
体
系
は
国
民
生
活
に
広
く
浸
透
し
て
い
る
。
 

 
 
こ

の
よ

う
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

国
で

電
話

番
号

に
対

す
る

国
民

の
理

解
が

異
な

る
と

い
う

実
態

の
下

で
、

我
が

国
の

関
係

制
度

を
改

め
、

他
国

の
例

に
倣

う
こ

と
と

し

た
場
合
に
は
、
多
大
な
社
会
的
混
乱
が
想
定
さ
れ
る
。
 

 ○
 
各
国
に
お
け
る

I
P
電
話
の
普
及
状
況
の
格
差
 

 
 
民
間
調
査
会
社
の
調
べ

※
に
よ
れ
ば
、
米
国
（
調
査
時
点
で

3
千
万
程
度
。
以
下
同
じ
。
）
、
日
本
（
2
千

5
百
万
程
度
）
及
び
フ
ラ
ン
ス
（
2
千
万
程
度
）
は
、
I
P
電

話
の
加
入
者
数
に
お
け
る
主
要
３
か
国
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
次
ぐ
韓
国
（
1
千
万
程
度
）
ほ
か
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
 

 
 
特
に
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
利
用
者
に
占
め
る

I
P
電
話
の
普
及
の
割
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
（
9
0
%
）
及
び
日
本
（
7
2
％
）
に
比
べ
て
、
米
国
（
3
4
％
）
が
低
く
、
必
ず
し

も
規
制
が
弱
い
こ
と
が
市
場
を
活
発
化
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
 

※
h
t
t
p
:
/
/
p
o
i
n
t
-
t
o
p
i
c
.
c
o
m
/
w
p
-
c
o
n
t
e
n
t
/
u
p
l
o
a
d
s
/
2
0
1
3
/
0
2
/
V
o
I
P
-
S
h
o
r
t
-
R
e
p
o
r
t
-
Q
4
-
2
0
1
1
.
p
d
f
 

 
 
な
お
、
比
較
的
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
利
用
者
が
少
な
い
国
々
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
に
現
に

I
P
電
話
の
品
質
要
件
の
策
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
的
に
は
、
I
P
電
話
の
普
及
の
過
渡
期
で
あ
り
、
そ
の
品
質
要
件
に
係
る
制
度
も
検
討
途
上
に
あ
る
と
言
え
る
。
 

 ○
 
そ
の
他
、
我
が
国
に
特
有
の
事
情
 

 
 
例
え
ば
、「

異
な

る
電
気
通
信
番
号
の
送
信
防
止
」
は
、
発
信
者
番
号
の
偽
装
に
よ
る
詐
欺
犯
罪
の
発

生
等
を
受
け
て
、
そ
の
防
止
の
た
め
に
規
定
を
設
け
た
も
の
で

あ
る
。
 

 
 
ま
た
、「

災
害
時

優
先
電
話
の
優
先
的
取
扱
い
」
は
、
特
に
地
震
や
台
風
等
の
大
規
模
災
害
に
み
ま
わ

れ
る
こ
と
の
多
い
我
が
国
に
お
い
て
、
人
命
及
び
財
産
の
保
護

等
の
た
め
に
社
会
的
に
要
求
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 
こ

れ
ら

我
が

国
に

特
有

の
事

情
の

た
め

に
設

け
て

い
る

要
件

に
つ

い
て

は
、

仮
に

諸
外

国
に

類
似

の
要

件
が

無
か

っ
た

と
し

て
も

、
そ

の
必

要
性

に
疑

い
を

差
し

挟

む
余
地
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
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【
規
制
改
革
会
議
創
業
等
Ｗ
Ｇ
か
ら
総
務
省
へ
の
追
加
質
問
】

  

第
５
回
創
業
等

W
G

に
関
す
る
確
認
事
項
 

 

会
議
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
資
料
３
－
２
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
０
－
Ａ
Ｂ
Ｊ
番
号
取
得
の
た
め
の
品
質
要

件
は
、
例
え
ば
安
定
品
質
な
ど
米
仏
い
ず
れ
に
お
い
て
も
相
当
す
る
基
準
が
存
在
し
な
い
要
件
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
米
仏
い
ず
れ
か
の
国
に
お
い
て
相
当
す
る
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
の
値
は

同
等
あ
る
い
は
日
本
の
方
が
高
い
水
準
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
御
説
明
願
い
た
い
。
 

な
お
、
総
務
省
の
ご
説
明
の
中
で
、
２
０
０
７
年
に
Ｉ
Ｔ
Ｕ
が
ま
と
め
た
Ｉ
Ｐ
電
話
に
対
す
る
世
界
の
状

況
に
関
す
る
報
告
書
の
中
で
、
日
本
の
規
制
が
最
小
限
度
の
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
当
該
報

告
書
の
記
載
は
、
「
V
o
I
P
 i
s
 p
e
r
m
i
t
t
e
d
 a
n
d
 i
s
 s
u
b
j
e
c
t
 t
o
 m
i
n
i
m
a
l
 r
e
g
u
l
a
t
i
o
n
.
」
で
あ
り
、
Ｉ

Ｐ
電
話
全
体
に
対
す
る
記
載
で
あ
り
、
本
件
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
０
－
Ａ
Ｂ
Ｊ
番
号
の
取
得
要
件
に

つ
い
て
最
小
限
度
の
規
制
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。
 

 

【
安

定
品

質
に

つ
い

て
】

 

（
１

）
「

安
定

品
質

」
に

つ
い

て
は

「
提

供
さ

れ
る

音
声

伝
送

役
務

が
ア
ナ

ロ
グ

電
話

用
設

備
を

介
し

て
提

供
さ

れ
る

音
声

伝
送

役
務

と
同

等
の

安
定

性
」
（

事
業

用
電

気
通

信
設

備
規

則
第

３
５

条
の

１
１

）

と
さ
れ
る
が
、
他
の
品
質
要
件
が
数
値
等
で
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
比
べ
て
、
抽
象
的

な
規
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
ご
教
示
願
い
た
い
。
 

 （
２
）
資
料
３
－
２
に
お
い
て
、
安
定
品
質
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
双
方
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い

な
い
基
準
で
あ
る
と
理
解
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
に
お
い
て
こ
れ
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
を
ご
教
示
願
い
た
い
。
 

 （
３
）
安
定
品
質
は
上
記
の
と
お
り
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
を
介
し
て
提
供
さ
れ
る
音
声
伝
送
役
務
と
同

等
の
安
定
性
」
と
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
電
話
技
術
を
前
提
と
す
る
基
準
で
あ
る
。
新
た

な
技
術
と
し
て
出
現
し
た
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
、
従
来
の
技
術
の
特
性
を
求
め
る
必
要
性
は
な
い
の

で
は
な
い
か
。
 

 【
そ

の
他

】
 

（
４
）
日
本
に
お
い
て
は
地
理
的
識
別
性
を
有
す
る
Ｏ
Ａ
Ｂ
－
Ｊ
番
号
に
つ
い
て
一
定
の
品
質
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
の
総
合
品
質
に
類
す
る
基
準
に
つ

い
て
、
資
料
３
－
２
は
「
総
合
音
声
伝
送
品
質
の
値
は
、
ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト
で
は
５
０
超
、
ア

ナ

ロ
グ
電
話
や
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
と
同
等
の
Ｉ
Ｐ
電
話
で
は
８
０
超
」
と
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
は
、
地
理
的
識
別
性
を
有
す
る
番
号
の
付
与
に
つ
い
て
、
８
０
超
で
な
け
れ
ば
付
与

さ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト
の
値
と
し
て
示
さ
れ
た
５
０
超
は
満
た

す
も
の
の
８
０
未
満
の
品
質
を
提
供
す
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
地
理
的
識
別
性
を
有
す
る
番
号
は

付
与
さ
れ
な
い
の
か
。
 

【
規
制
改
革
会
議
創
業
等
Ｗ
Ｇ
か
ら
総
務
省
へ
の
追
加
質
問
】

 

（
５

）
フ

ラ
ン

ス
に

お
い

て
は

日
本

と
異

な
り

、
光

フ
ァ

イ
バ

や
ケ

ー
ブ

ル
の

業
者

だ
け

で
な

く
、

A
D
S
L

な
ど
の

I
P
業
者
に
お
い
て
も
地
理
的
番
号
が
取
得
で
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て

は
特
例
措
置
で
し
か
取
得
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
日
本
と
同
等
の
基
準
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
根
拠
を
ご
教
授
願
い
た
い
。
 

 （
６
）
米
国
に
お
い
て
は
、
日
本
の
品
質
要
件
に
類
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
設
定
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
 

あ
る

。
こ

れ
に

伴
い

米
国

で
は

消
費

者
の

間
に

多
大

な
混

乱
・

不
便

が
生

じ
て

い
る

と
の

認
識

か
。
 

 
 

（
７
）
０
－
Ａ
Ｂ
Ｊ
番
号
に
付
さ
れ
る
品
質
要
件
は
種
々
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
上
記
の
と
 

お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
。
こ
れ
ら
要
件
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
０
－
Ａ
Ｂ
Ｊ
番
号
を
取
得
で
き
な
い
と
い
う
現
在
の
仕
組
み
で
は
な
く
、
例
え
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
利

用
の

可
否

や
雑

音
の

程
度

な
ど

を
事

業
者

ご
と

に
公

表
す

る
又

は
事

業
者

が
知

識
に

乏
し

い
消

費

者
に
説
明
す
る
等
の
手
法
に
変
え
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
支
障
が
生
じ
る
と
考
え
る
か
。
 

 （
８
）
会
議
の
場
に
お
い
て
総
務
省
か
ら
、
固
定
電
話
市
場
の
縮
小
は
携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
う
影
響
が
大

き
い
と
の
ご
発
言
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
。
携
帯
電
話
は
、
０
－
Ａ
Ｂ
Ｊ
番
号
取
得
の
要
件
と
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
音
声
品
質
要
件
が
課
さ
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
携
帯

性
な
ど
、
音
声
品
質
に
代
わ
る
新
た
な
価
値

を
消

費
者

が
重

視
し

て
い

る
こ

と
の

表
れ

と
考

え
る

。
 

 
 
 
一
方
で
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
仮
に
現
在
の
０
―
Ａ
Ｂ
Ｊ
番
号
に
係
る
品
質
要
件

 

 
 

が
見

直
さ

れ
た

場
合

に
は

、「
規

制
見

直
し

に
よ

る
効

果
（

例
）
」
と

し
て
「

サ
ー

ビ
ス

の
多

様
化

・
 

料
金
の
低
廉
化
」
や
多
様
な
回
線
選
択
が
可
能
に
な
る
こ
と
、
ま
た
品
質
を
柔
軟
に
す
る
こ
と
で
「
災
 

害
時
の
つ
な
が
り
や
す
さ
を
確
保
」
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
の
主
張
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の

 

期
待
さ
れ
る
効
果
の
意
義
に
つ
き
総
務
省
の
御
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
 

 （
９

）
フ

ラ
ン

ス
の

規
制

機
関

（
A
R
C
E
P
）

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

と
、

音
声

品
質

と
し

て
公

表
を

さ
せ

て
い

る
も

の
は

呼
損

率
、

呼
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
時

間
、

音
声

の
品

質
（

M
O
S
）

の
３

つ
の

み
と

な
っ

て

い
る
。
資
料
３
－
２
に
記
載
さ
れ
て
い
た
そ
の
他
の
基
準
に
つ
い
て
も
、
規
制
機
関
が
企
業
に
遵
守

を
求
め
て
い
る
と
言
え
る
か
。
そ
の
場
合
、
そ
の
根
拠
を
ご
教
示
願
い
た
い
。
 

 (
1
0
)

 ０
－
Ａ
Ｂ
Ｊ
番
号
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
消
費
者
の
品
質
信
頼
性
が
か
な
り
確
立
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
た
が
、
技
術
的
な
規
制
基
準
を
設
け
ず
、
競
争
に
よ
り
消
費
者
が
品
質
と

コ
ス
ト
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
国
民
経
済
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
十
分
認
識
す
べ

き
。
ま
た
本
分
野
で
の
政
策
の
世
界
の
主
流
は
自
由
化
に
あ
り
、
我
が
国
は
そ
の
中
で
は
例
外
的
存

在
で
あ
る
こ
と
も
率
直
に
認
識
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で

0
5
0
Ｉ
Ｐ
に
つ
い
て
も
緩
い
と

は
言
え
技
術
基
準
に
基
づ
く
規
制
が
あ
る
理
由
は
何
か
。
 

以
上
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平
成

25
年

5
月

14
日

（
追

加
質

問
に

対
す

る
総

務
省

回
答

）
 

 

 
確
認
事
項

 
回
答

 

安
定

品
質

に
つ
い
て

 
（
１
）

 

 
「

安
定

品
質

」
に

つ
い

て
は

「
提

供
さ

れ
る

音
声

伝
送

役
務

が
ア

ナ
ロ

グ
電

話
用

設
備

を
介

し
て

提
供

さ
れ
る
音
声
伝
送
役
務
と
同
等
の
安

定
性
」（

事
業
用

電
気

通
信

設
備

規
則

第
３

５
条

の
１

１
）

と
さ

れ
る

が
、

他
の

品
質

要
件

が
数

値
等

で
具

体
的

に
定

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

に
比

べ
て

、
抽

象
的

な
規

定
と

な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
ご
教
示
願
い
た
い
。

 
「
安
定
品
質
」
は
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
相
当
の
Ｉ
Ｐ
電
話
を
定
義
す
る
に
当
た
り
「
設
備
保
守
、

ふ
く
そ
う
等
に
伴
う
役
務
の
提
供
の
停
止
や
制
限
が
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
同
等
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

」
（

情
報

通
信

審
議

会
平

成
１

５
年

９
月

一
部

答
申

「
Ｉ

Ｐ
・

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
化

時
代

に

対
応

し
た

電
気

通
信

事
業

者
関

係
の

電
気

通
信

設
備

に
係

る
技

術
的

条
件

」
）

と
の

前
提

で
規

定

し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
安
定
品
質
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
は
、
具
体
的
に
は
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
音
声
パ
ケ

ッ
ト

の
優

先
処

理
等

の
措

置
や

故
障

発
生

時
の

音
声

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

た
め

の
設

備
等

に
つ

い
て

の
冗
長
構
成
の
措
置
等
が
例
示
さ
れ
る
。
（
※
平
成
１
６
年
２
月
１
７
日
情
報
通
信
審
議
会
答
申

別
紙
２
「
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
考
え
方
」
に
て
例
示
。
）

 

同
 

（
２
）

 
 

資
料

３
－

２
に

お
い

て
、

安
定

品
質

に
つ

い
て

は

フ
ラ

ン
ス

、
米

国
双

方
に

お
い

て
も

示
さ

れ
て

い
な

い
基

準
で

あ
る

と
理

解
し

た
と

こ
ろ

、
日

本
に

お
い

て
こ

れ
が

求
め

ら
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

理
由

を
ご

教
示
願
い
た
い
。
 

 
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
は
、
各
国
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
番
号
帯
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は

、
あ

る
国

に
お

い
て

は
従

来
の

ア
ナ

ロ
グ

電
話

と
区

別
せ

ず
同

一
の

番
号

帯
を

用
い

る
一

方
、
別
な
国
に
お
い
て
は
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
は
区
別
し
て
特
別
な
番
号
帯
を
用
い
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

 
 
こ
う
し
た
中
、
我
が
国
に
お
い
て

は
、
消
費
者
に
対
し
て
で
き
る
限
り
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
つ
つ
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
当
該
同
等
性
が
明
ら
か
な

か
た
ち
で
識
別
で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｐ
電
話
を
二
つ
に
区
別
し
て
い
る
。
安
定
品
質
は
、
こ
の
う
ち

ア
ナ

ロ
グ

電
話

と
同

等
の

Ｉ
Ｐ

電
話

を
特

定
す

る
た

め
に

設
け

て
い

る
基

準
の

一
要

素
で

あ
る

と
も
言
え
る
。

 

同
 

（
３
）

 
 

安
定

品
質

は
上

記
の

と
お

り
「

ア
ナ

ロ
グ

電
話

用

設
備

を
介

し
て

提
供

さ
れ

る
音

声
伝

送
役

務
と

同
等

の
安

定
性

」
と

さ
れ

て
お

り
、

従
来

の
ア

ナ
ロ

グ
電

話
技

術
を

前
提

と
す

る
基

準
で

あ
る

。
新

た
な

技
術

と
し

て
出

現
し

た
Ｉ

Ｐ
電

話
に

つ
い

て
、

従
来

の
技

術
の

特
性

を
求

め
る

必
要

性
は

な
い

の
で

は
な

い

か
。
 

 
上
述
の
と
お
り
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の
全

て
に
つ
い
て
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
同
等
性
は
求
め
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
安
定
品
質
は
、
あ
く
ま
で
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
同
等
で
あ
る
Ｉ
Ｐ
電
話
を
特
定
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

 
 
な
お
、
仮
に
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
同
等
で
は
な
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
同

等
の
番
号
帯
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
両
者
に
違
い
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
消

費
者
が
同
等
の
も
の
と
し
て
誤
認
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

 
 
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
な
る
べ
く
な
ら
０
Ａ
Ｂ
－
Ｊ
番
号
に
て
提
供
し
た
い
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と
い
う
希
望
は
理
解
す
る
が
、
圧
倒
的
多
数
の
消
費
者
の
視
点
に
立
て
ば
紛
ら
わ
し
さ
等
の
不
都

合
が
生
じ
る
か
ら
、
消
費
者
の
観
点
を
含
め
た
十
分
な
議
論
の
な
い
ま
ま
で
は
容
易
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

そ
の
他

 
（
４
）

 
 

日
本

に
お

い
て

は
地

理
的

識
別

性
を

有
す

る
Ｏ

Ａ

Ｂ
－

Ｊ
番

号
に

つ
い

て
一

定
の

品
質

を
満

た
さ

な
け

れ
ば

取
得

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

フ
ラ

ン
ス

に
お

け
る

日
本

の
総

合
品

質
に

類
す

る
基

準
に

つ
い

て
、

資
料

３
－

２
は

「
総

合
音

声
伝

送
品

質
の

値
は

、
ベ

ス
ト

エ
フ

ォ
ー

ト
で

は
５

０
超

、
ア

ナ
ロ

グ
電

話
や

Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｎ

と
同

等
の

Ｉ
Ｐ

電
話

で
は

８
０

超
」

と
の

記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

地
理

的
識

別
性

を
有

す
る

番
号

の
付

与
に

つ
い

て
、

８
０

超
で

な
け

れ
ば

付
与

さ
れ

な
い

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

の
か

。
ベ

ス
ト

エ
フ

ォ
ー

ト
の

値
と

し
て

示
さ

れ
た

５
０

超
は

満
た

す
も

の
の

８
０

未
満

の
品

質
を

提
供

す
る

事
業

者
に

対
し

て
は

、
地

理
的

識
別

性
を

有
す
る
番
号
は
付
与
さ
れ
な
い
の
か

。
 

 
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
我
が
国
の
よ
う
に
品
質
に
応
じ
て
二
種
類
の
異
な
る
番
号
帯
を
使
用
す
る
こ

と
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

 

同
 

（
５
）

 
 

フ
ラ

ン
ス

に
お

い
て

は
日

本
と

異
な

り
、

光
フ

ァ

イ
バ
や
ケ
ー
ブ
ル
の
業
者
だ
け
で
な

く
、
A
D
S
L
な
ど

の
I
P
業
者
に
お
い
て
も
地
理
的
番

号
が
取
得
で
き
て

い
る

よ
う

で
あ

る
が

、
日

本
に

お
い

て
は

特
例

措
置

で
し

か
取

得
で

き
て

い
な

い
。

そ
れ

で
も

フ
ラ

ン
ス

に
お

い
て

日
本

と
同

等
の

基
準

が
課

せ
ら

れ
て

い
る

と
い
え
る
根
拠
を
ご
教
授
願
い
た
い

。
 

 
我
が
国
及
び
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
い
ず
れ
も
国
際
標
準
に
基
づ
く
値
を
遵
守
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
同
様
で
あ
る
。

 
 
し
か
し
、
実
際
の
電
話
番
号
の
指

定
や
そ
の
他
の
規
定
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
例
え
ば
我
が

国
に
お
い
て
重
要
通
信
の
確
保
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
各
国
の
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
規

制
の
重
点
や
、
詳
細
な
要
件
に
は
違

い
が
あ
る
か
ら
、
個
別
の
事
例
の
一
つ
一
つ
を
全
く
同
等
に

取
り
扱
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

 
 
な
お
、
日
本
又
は
フ
ラ
ン
ス
の
い
ず
れ
で
も
、
光
フ
ァ
イ
バ
、
ケ
ー
ブ
ル
、

A
D

S
L
等
の
回
線

種
別
に
よ
る
区
別
は
し
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
応
じ
て
区
別
し

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

 

同
 

（
６
）

 
 

米
国

に
お

い
て

は
、

日
本

の
品

質
要

件
に

類
す

る

も
の

は
ほ

と
ん

ど
設

定
さ

れ
て

い
な

い
と

こ
ろ

で
あ

 
そ
も
そ
も
米
国
で
は
、
我
が
国
と

は
異
な
っ
た
番
号
帯
の
利
用
が
浸
透
し
て
お
り
、
元
か
ら
そ

の
よ
う
な
社
会
環
境
の
下
で
国
民
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
が
故
に
、
著
し
い
混
乱
や
不
便
は
生
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る
。

こ
れ

に
伴

い
米

国
で

は
消

費
者

の
間

に
多

大
な

混
乱
・
不
便
が
生
じ
て
い
る
と
の
認

識
か
。
 

じ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
固
定
電
話
と
携
帯
電
話
が
同
一
の
番
号
帯
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
等

に
つ
い
て
は
、
他
国
か
ら
訪
れ
た
方
が
戸
惑
う
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
と
は
聞
い
て
い
る
。

 

同
 

（
７
）

 
 

０
－

Ａ
Ｂ

Ｊ
番

号
に

付
さ

れ
る

品
質

要
件

は
種

々

規
定

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
上

記
の

と
お

り
、

ア
メ

リ
カ

で
は

そ
の

ほ
と

ん
ど

が
設

け
ら

れ
て

い
な

い
と

こ
ろ

。
こ

れ
ら

要
件

を
満

た
さ

な
け

れ
ば

０
－

Ａ
Ｂ

Ｊ
番

号
を

取
得

で
き

な
い

と
い

う
現

在
の

仕
組

み
で

は
な

く
、

例
え

ば
Ｆ

Ａ
Ｘ

利
用

の
可

否
や

雑
音

の
程

度
な

ど
を

事
業

者
ご

と
に

公
表

す
る

又
は

事
業

者
が

知
識

に
乏

し
い

消
費

者
に

説
明

す
る

等
の

手
法

に
変

え
る

場
合

、
ど

の
よ

う
な

支
障

が
生

じ
る

と
考
え
る
か
。
 

 
電
話
の
契
約
に
際
し
て
の
説
明
事
項
が
増
加
す
る
と
共
に
、
誤
っ
て
契
約
す
る
事
例
の
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

 
 
説
明
を
念
入
り
に
行
う
こ
と
等
に
よ
り
契
約
の
誤
り
を
な
く
せ
る
可
能
性
は
否
定
し
な
い
が
、

そ
う
し
た
説
明
を
受
け
る
負
担
や
不
便
は
消
費
者
の
側
に
生
じ
（
※
Ｉ
Ｐ
電
話
の
契
約
の
当
事
者

の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
利
用
者
に
お
い
て
も
電
話
の
違
い
が
明
確
に
は
分
か
ら
な
い
と
い
う

不
便
が
生
じ
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
。
）
、
利
益
は
Ｉ
Ｐ
電
話
を
提
供
す
る
一
部
事
業
者
の
側
に

著
し
く
偏
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

 
 
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
な
る
べ
く
な
ら
０
Ａ
Ｂ
－
Ｊ
番
号
に
て
提
供
し
た
い

と
い
う
希
望
は
理
解
す
る
が
、
圧
倒
的
多
数
の
消
費
者
の
視
点
に
立
て
ば
紛
ら
わ
し
さ
等
の
不
都

合
が
生
じ
る
か
ら
、
消
費
者
の
観
点
を
含
め
た
十
分
な
議
論
の
な
い
ま
ま
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

 

同
 

（
８
）

 
 

会
議

の
場

に
お

い
て

総
務

省
か

ら
、

固
定

電
話

市

場
の

縮
小

は
携

帯
電

話
の

普
及

に
伴

う
影

響
が

大
き

い
と

の
ご

発
言

も
あ

っ
た

と
こ

ろ
。

携
帯

電
話

は
、

０
－

Ａ
Ｂ

Ｊ
番

号
取

得
の

要
件

と
さ

れ
て

い
る

よ
う

な
音

声
品

質
要

件
が

課
さ

れ
て

い
な

い
に

も
関

わ
ら

ず
普

及
が

進
ん

で
い

る
。

こ
れ

は
携

帯
性

な
ど

、
音

声
品

質
に

代
わ

る
新

た
な

価
値

を
消

費
者

が
重

視
し

て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
考
え
る
。
 

 
一

方
で

、
ソ

フ
ト

バ
ン

ク
の

説
明

に
よ

れ
ば

、
仮

に
現

在
の

０
―

Ａ
Ｂ

Ｊ
番

号
に

係
る

品
質

要
件

が
見

直
さ

れ
た

場
合

に
は

、
「

規
制

見
直

し
に

よ
る

効
果

（
例
）
」
と
し
て
「
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
・
料
金
の
低

廉
化

」
や

多
様

な
回

線
選

択
が

可
能

に
な

る
こ

と
、

ま
た

品
質

を
柔

軟
に

す
る

こ
と

で
「

災
害

時
の

つ
な

 
消
費
者
は
、
携
帯
電
話
の
可
搬
性
、
固
定
電
話
の
品
質
等
の
得
失
を
比
較
考
慮
し
、
勘
案
し
た

上
で
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
携
帯
電
話
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、

品
質
を
補
う
だ
け
の
利
便
性
そ
の
他
の
利
点
を
認
め
た
上
で
、
選
択
し
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ

る
。

 
 
ま
た
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
示
し
た
「
規
制
見
直
し
に
よ
る
効
果
（
例
）
」
に
掲
げ
た
各
事
項
に

対
す
る
見
解
は
、
次
の
と
お
り
。

 

 「
１
．
提
供
事
業
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
が
多
様
化
・
料
金
の
低
廉
化
へ
」

 
→
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
（
実
際
に
は
、
０
５
０
番
号
に
も
「
移
転
に
伴
っ
て
電
話

番
号
が
変
わ
ら
な
い
」
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
こ
ろ
、
）
誤
解
を
恐
れ
ず
に
品
質
の
み
に

着
目
し
て
０
Ａ
Ｂ
－
Ｊ
番
号
と
０
５
０
番
号
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｉ
Ｐ
電
話
を
上
位
サ
ー
ビ
ス
と
下
位

サ
ー
ビ
ス
と
言
う
な
ら
ば
、
上
位
サ
ー
ビ
ス
と
下
位
サ
ー
ビ
ス
が
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
営
業
上
、
上
位
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
に
は
不
利

と
な
る
一
方
、
下
位
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
に
と
っ
て
は
有
利
と
な
る
と
い
っ
た
変
化
は
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が
り

や
す

さ
を

確
保

」
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
と

の
主

張
が

あ
っ

た
が

、
こ

れ
ら

の
期

待
さ

れ
る

効
果

の
意
義

に
つ
き
総
務
省
の
御
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

生
じ
る
。
な
お
、
上
位
サ
ー
ビ
ス
と
下
位
サ
ー
ビ
ス
が
混
在
す
る
状
況
と
な
っ
て
も
、
消
費
者
に

と
っ
て
は
サ
ー
ビ
ス
が
多
様
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

 

 「
２
．
０
Ａ
Ｂ
－
Ｊ
 
Ｉ
Ｐ
電
話
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
ユ
ー
ザ
が
自
由
に
光
フ
ァ
イ
バ
や
同
軸
ケ

ー
ブ
ル
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
以
外
に
も
回
線
を
選
択
可
能
」

 
→
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
米
国
の
よ
う
に
、
携
帯
電
話
と
固
定
電
話
と
が
同

一
の
番
号
帯
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
の
視
点
に
た
っ
て
判
断
が

必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
メ
リ
ッ
ト
と
み
る
か
デ
メ
リ
ッ
ト
と
み
る
か
は
判
然
と
し
な
い
。

 

 「
３
．
障
害
や
災
害
へ
の
対
応
 
品
質
を
柔
軟
に
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
「
つ
な
が
り
や
す
さ
」

を
確
保
」

 
→
妥
当
で
は
な
い
。
総
務
省
で
も
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
検
討
会
や
審
議
会
に
お

い
て
、
品
質
を
意
図
的
に
落
と
し
た
通
信
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
が
、
実
際
に
は
効
果

は
見
込
ま
れ
な
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
通
信
回

線
の
容
量
不
足
で
は
な
く
、
回
線
を
交
換
す
る
処
理
能
力
の
不
足
が
原
因
と
な
っ
て
、
多
く
の
通

信
が
確
立
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
例
え
通
話
の
品
質
を
低
く
し
た
と
し
て
も
、
交
換
機
の

処
理
能
力
が
向
上
し
な
け
れ
ば
確
立
さ
れ
る
通
信
の
数
は
変
わ
ら
ず
、
つ
な
が
り
や
す
く
は
な
ら

な
い
。
あ
え
て
通
信
品
質
を
落
と
す

こ
と
で
あ
た
か
も
災
害
時
の
つ
な
が
り
や
す
さ
が
増
す
か
の

よ
う
な
説
明
は
妥
当
で
は
な
い
。
ま
た
、
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
各
利
用
者
の
端
末
機
器
や
事
業

者
の
設
備
を
改
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
費
用
対
効
果
の
点
で
も
課
題
が
あ
る
。

 

同
 

（
９
）

 
 
フ
ラ
ン
ス
の
規
制
機
関
（
A
R
C
E
P
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に

よ
る

と
、

音
声

品
質

と
し

て
公

表
を

さ
せ

て
い

る
も

の
は

呼
損

率
、

呼
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
時

間
、

音
声

の
品
質
（
M
O
S
）
の
３
つ
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
資
料

３
－

２
に

記
載

さ
れ

て
い

た
そ

の
他

の
基

準
に

つ
い

て
も

、
規

制
機

関
が

企
業

に
遵

守
を

求
め

て
い

る
と

言
え

る
か

。
そ

の
場

合
、

そ
の

根
拠

を
ご

教
示

願
い

た
い
。
 

 
品
質
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
郵
便
・
電
子
通
信
法
典
第

D
98

-4
条
に
お
い
て
「

L'
op

ér
at

eu
r m

et
 

en
 o

eu
vr

e 
le

s 
éq

ui
pe

m
en

ts
 e

t l
es

 p
ro

cé
du

re
s 

né
ce

ss
ai

re
s, 

af
in

 q
ue

 le
s 

ob
je

ct
ifs

 d
e 

qu
al

ité
 d

e 
se

rv
ic

e 
de

m
eu

re
nt

 a
u 

ni
ve

au
 p

ré
vu

 p
ar

 le
s n

or
m

es
 e

n 
vi

gu
eu

r e
n 

pa
rti

cu
lie

r a
u 

se
in

 d
e 

l'U
IT

 
et

 d
e 

l'E
TS

I, 
no

ta
m

m
en

t p
ou

r 
ce

 q
ui

 c
on

ce
rn

e 
le

s 
ta

ux
 d

e 
di

sp
on

ib
ili

té
 e

t l
es

 ta
ux

 d
'er

re
ur

 
de

 b
ou

t e
n 

bo
ut

.」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、

IT
U
及
び

ET
SI

の
標
準
に
よ
り
定
義
さ
れ
た
サ
ー
ビ

ス
の
品
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
エ
ン
ド
・
ト
ゥ
ー
・
エ
ン
ド
の
使
用

可
能
率
（

le
s t

au
x 

de
 d

is
po

ni
bi

lit
é）

や
誤
り
率
が
例
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

A
R

C
EP

に
よ
り

限
定
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
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他
方
、
公
表
さ
れ
る
品
質
に
つ
い
て
は
、
「

L'
op

ér
at

eu
r m

es
ur

e 
la

 v
al

eu
r d

es
 in

di
ca

te
ur

s d
e 

qu
al

ité
 d

e 
se

rv
ic

e 
dé

fin
is

 p
ar

 l'
A

ut
or

ité
 d

e 
ré

gu
la

tio
n 

de
s 

co
m

m
un

ic
at

io
ns

 é
le

ct
ro

ni
qu

es
 e

t 
de

s 
po

st
es

 d
an

s 
le

s 
co

nd
iti

on
s 

pr
év

ue
s 

pa
r 

l'a
rti

cl
e 

L.
 3

6-
6.

 L
'A

ut
or

ité
 p

eu
t 

de
m

an
de

r 
la

 
ce

rti
fic

at
io

n 
de

s m
ét

ho
de

s d
e 

m
es

ur
e 

de
 la

 q
ua

lit
é 

de
 se

rv
ic

e.
」
、
「

Le
s m

od
al

ité
s d

e 
m

is
e 

à 
di

sp
os

iti
on

 d
u 

pu
bl

ic
 d

u 
ré

su
lta

t d
e 

ce
s 

m
es

ur
es

 s
on

t f
ix

ée
s 

pa
r l

'A
ut

or
ité

 d
e 

ré
gu

la
tio

n 
de

s 
co

m
m

un
ic

at
io

ns
 é

le
ct

ro
ni

qu
es

 e
t d

es
 p

os
te

s d
an

s l
es

 m
êm

es
 c

on
di

tio
ns

.」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
、
別
に

A
R

C
EP

に
よ
り
決
定
さ
れ
る
指
標
の
み
が
測
定
さ
れ
、
他
の
定
め
に
従
い
公

表
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

 
同

 
（
１
０
）

 
 

０
－

Ａ
Ｂ

Ｊ
番

号
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

我

が
国

の
消

費
者

の
品

質
信

頼
性

が
か

な
り

確
立

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

理
解

し
た

が
、

技
術

的
な

規
制

基
準

を
設

け
ず

、
競

争
に

よ
り

消
費

者
が

品
質

と
コ

ス
ト

を
選

択
す

る
こ

と
に

よ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

国
民

経
済

上
の

メ
リ

ッ
ト

も
十

分
認

識
す

べ
き

。
ま

た
本

分
野

で
の

政
策

の
世

界
の

主
流

は
自

由
化

に
あ

り
、

我
が

国
は

そ
の

中
で

は
例

外
的

存
在

で
あ

る
こ

と
も

率
直
に

認
識
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で

0
5
0

Ｉ
Ｐ

に
つ

い
て

も
緩

い
と

は
言

え
技

術
基

準
に

基
づ

く
規
制

が
あ
る
理
由
は
何
か
。
 

 
世
界
的
に
も
、
先
進
国
を
中
心
と

し
て
通
信
分
野
の
規
制
緩
和
は
進
展
し
て
お
り
、
ご
指
摘
の

よ
う
に
「
自
由
化
」
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
る
。
し
か
し
、
上
述
し
た
フ
ラ
ン
ス
以
外
に
も
、

我
が

国
や

フ
ラ

ン
ス

に
次

い
で

Ｉ
Ｐ

電
話

の
普

及
を

牽
引

し
て

い
る

韓
国

に
お

い
て

も
品

質
要

件
が
存
在
す
る
こ
と
等
に
鑑
み
れ
ば
、
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
品
質
要
件
を
廃
す
る
こ
と
が
時
流
に

あ
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

 
 
ま
た
、
世
界
各
国
の
圧
倒
的
多
数

で
は
、
我
が
国
の
よ
う
に
Ｉ
Ｐ
電
話
が
普
及
し
て
い
な
い
た

め
、
Ｉ
Ｐ
電
話
関
連
の
制
度
整
備
が

十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、

我
が
国
で
は
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
同
等
の
Ｉ
Ｐ
電
話
以
外
に
も
、
品
質
要
件
の
緩
い
Ｉ
Ｐ
電
話
を
提

供
す
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
我
が
国
の
制
度
を
、
言
わ
ば
後
発
の
国
に
わ
ざ
わ
ざ

合
致
さ
せ
る
必
要
性
は
乏
し
い
。

 

  
我
が
国
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
と
同
等
で
な
い
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
も
０
５
０
番
号
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
認
め
て
い
る
。

 
 
０
５
０
番
号
及
び
０
Ａ
Ｂ
－
Ｊ
番
号
の
Ｉ
Ｐ
電
話
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
以
上
、
消
費
者
に
対
し
て
最
低

限
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
が
担
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
か

つ
、
携
帯
電
話
の
よ
う
に
原
理
上
品
質
が
安
定
し
な
い
こ
と
に
よ
る
品
質
維
持
の
困
難
性
が
存
在

し
に
く
い
こ
と
等
か
ら
、
一
定
の
品
質
要
件
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

 
 

し
か

し
な

が
ら

、
実

際
に

は
０

５
０

番
号

の
Ｉ

Ｐ
電

話
の

品
質

要
件

は
非

常
に

緩
い

こ
と

か

ら
、
現
在
で
は
、
当
該
品
質
要
件
を
満
足
で
き
な
い
が
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
と
い

う
実
例
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
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喫緊の重要政策課題に関する当面の対応として、以下の事項につい 

て対応されたい。 

 

（規制改革の推進） 

内閣府特命担当大臣（規制改革）は、雇用関連、エネルギー・ 

環境関連、健康・医療関連を規制改革の重点分野とする。特に健康・ 

医療については、健康を維持して長生きしたいとの国民のニーズに 

応えるとともに、世界に我が国の医療関連産業が展開して国富の拡 

大につながるように、 大胆な改革を推進すること。 

戦略分野を育成するとともに、投資先としての日本の魅力を最高 

水準に引き上げる観点から、国際比較をした上での規制改革などを 

含め、 国際先端テストの導入に向けて取り組むこと。 
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国 際 先 端 テ ス ト の 進 め 方

に つ い て （ 方 針 決 定 ）

４
月

テ ス ト 対 象 候 補 案 件 の 提 示

規 制 所 管 省 庁 へ の 検 討 依 頼

所 管 省 庁 か ら の 回 答

規 制 改 革 会 議 と し て 意 見 取 り ま と め

Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
議
論

５
月

頃

意
見
を
踏
ま

え
、
所
管
省

庁
は
当
該

規
制
の
廃

止
・
緩

和
等

を
検

討
（
必

要
に
応
じ
、

閣
議
決
定
）

意
見
を
踏
ま

え
、
所
管
省

庁
は
当
該

規
制
の
廃

止
・
緩

和
等

を
検

討
（
必

要
に
応
じ
、

閣
議
決
定
）

国
際
先
端
テ
ス
ト
の
進
め
方
に
つ
い
て

各
省
に
お
い
て

調
査

（
数

週
間

）

回 答 を 踏 ま え 、 規 制 の 合 理 性 を 検 討

Ｗ
Ｇ
意
見

の
報
告

テ ス ト 対 象 案 件 の 決 定

第６回規制改革会議

（平成25年4月1日）
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第４回・第５回産業競争力会議の議論を踏まえた 

当面の政策対応について（抄） 

 

平 成 ２ ５ 年 ４ 月 ２ 日 

第 ６ 回  日 本 経 済 再 生 本 部 

本部長 内閣総理大臣 安倍晋三 

 

 

第４回・第５回産業競争力会議での議論を踏まえ、関係大臣におかれては、当面の 

政策課題として、以下の事項について対応されたい。 

 

 

 

（国際先端テスト） 

○内閣府特命担当大臣（規制改革）と関係閣僚は、国際先端テストを着実に推進する 

こと。関係閣僚は、国際先端テストに係る内閣府特命担当大臣（規制改革）からの 

要請を踏まえて、海外の規制・制度に関する必要かつ十分な調査を迅速に行うとと 

もに、内閣府特命担当大臣（規制改革）と協力して、我が国の規制環境を世界最先 

端にするとの観点から、早急に規制・制度改革の具体策を検討すること。 

109



国際先端テストについて 

 

 

１．趣旨 

我が国の潜在力を最大限発揮できるよう、戦略分野を育成するとともに、投

資先としての日本の魅力を最高水準に引き上げることを目指し、個別の規制の

必要性・合理性について、国際比較に基づいた検証を行う。 

 

２．検討の視点 

戦略分野を育成するとともに、投資先としての日本の魅力を引き上げるため、

以下のような視点から検討する。 

ａ．諸外国と比べて一般的な規制かどうか 

ｂ．諸外国に比べて過重な水準を求めていないか 

ｃ．諸外国との相互性・互換性のある基準・認証となっているか 

ｄ．諸外国と比べて手続や費用が簡素・適正なものとなっているか 

ｅ．規制の目的は、より制限的でない別の方法により達成できないか 

f. 日本及び諸外国の既存制度を超えた新たなルール・制度整備が必要では 

ないか 

  

３．対象案件 

規制改革に当たって、国際比較に基づく最適の政策選択に資する国際先端テ

ストの導入・定着を図るため、その課題と解決策の検討をスピードアップする

観点から、本会議の最優先案件及びワーキンググループの検討項目のうちから、

上記２の視点に照らして国際比較になじむものとして各省に依頼しているもの

（一般用医薬品のインターネット等販売に係る規制）のほか、ワーキンググ 

ループにおいて追加的に数件の案件を選定し、実施することとする。 

 なお、選定対象とならなかった案件についても、必要に応じ、国際比較の視 

点を活用することとする。 

 

４．検討の進め方 

おおむね、以下のような手順を基本とする。 

① すでに着手している案件及びワーキンググループで選定した案件について

は、規制所管省庁に見直しの検討を要請。 

② 規制を維持する場合には、国際比較に照らしてなお規制を必要とする合理性

について、規制改革会議の場で所管省庁から十分な説明を求める。 

③ その上で、規制改革会議としての見解をとりまとめ、所要の見直しが必要と

判断する場合には所管省庁に見直しを要請。 

第７回規制改革会議 

(平成 25年 4月 17日)
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